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まんテンちゃん

20
年
分
の
あ
り
が
と
う
、

そ
し
て
新
時
代
へ！

　私
は
児
童
会
運
営
委
員
と
し
て「
み
ん
な
が
な
か

よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
」に
す
る
た
め
に
、い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、特

に
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
こ
と
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　一つ
目
は
、「
休
み
時
間
を
安
全
に
過
ご
そ
う
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。校
内
で
け
が
を
す
る
人
が
い
な
く
な

る
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
朝
礼
で
呼
び
か
け
た
り
、学
級

で
ろ
う
下
を
歩
行
で
き
た
か
調
べ
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。ま
た
、階
段
の
段
差
の
所
に一段
ず
つ
上
り

降
り
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
イ
ラ
ス
ト
や
言
葉
を

は
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
階
段
に
は
る
か
ら
、短
く

分
か
り
や
す
い
言
葉
に
し
よ
う
」「
ど
う
し
た
ら
全
校

生
に
意
識
を
向
け
て
も
ら
え
る
か
」と
運
営
委
員
会

で
考
え
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
が
意
識
的
に
見
て

く
れ
て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　二
つ
目
は
、「
い
じ
め
ゼ
ロ
月
間
」で
の
取
り
組
み
で

す
。昼
休
み
、体
型
や
名
前
の
こ
と
で
友
達
を
か
ら

か
っ
て
い
る
場
面
を
再
現
す
る
動
画
を
作
り
、学
級
で

そ
の
動
画
を
み
て
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
を一人一人

に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。同
じ
よ
う
な
こ
と
で
つ
ら

い
思
い
を
す
る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、い

く
つ
か
の
感
想
を
リ
モ
ー
ト
朝
礼
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　昼
休
み
を
使
っ
て
計
画
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

遊
び
に
行
き
た
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、運
営
委
員
の
仕
事
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。私
た
ち
が
し
て
き
た
活
動
で「
み
ん
な
が
な
か

よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
」に
少
し
で
も
近
づ
い

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 高

木
　渚
奈

四
条
小
学
校
六
年

た
か
ぎ
　
　
　

�

な
な

な
か
よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
に

学
校
記
者
ク
ラ
ブ

作り方材料・分量 �ਓ෼
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たっぷりレシピたっぷりレシピ

入選
作品
だよ!

ԣؔ ࡙Ֆさん
よこぜき　　  さくら

ຬೱதֶ2　ߍ೥

1品の
野菜量
1品の
野菜量
150g約

［カラメルソース］
砂 糖
水
お 湯
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卵
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砂 糖
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ᶅʹΜ͡Μ͕Ώ͕͚ͨΒਫ෼Λ͖ΓڇೕͱҰॹʹϛΩαʔʹ͔͚Δɻ
ᶆᶄʹᶅΛೖΕࠞͥΔɻ
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ᶄཛͱ࠭౶Λ๐ཱͯػͰࠞͥΔɻ
ᶅʹΜ͡Μ͕Ώ͕͚ͨΒਫ෼Λ͖ΓڇೕͱҰॹʹϛΩαʔʹ͔͚Δɻ
ᶆᶄʹᶅΛೖΕࠞͥΔɻόχϥΤοηϯεɾԘΛೖΕ͞ΒʹࠞͥΔɻ
ᶇྫྷౚݿʹೖΕ࣌ʑ͔͖ࠞͥΔɻʢ໿ؒ࣌�ʣ

に
ん
じ
ん

プ
リ
ン
に
ん
じ
ん

プ
リ
ン

ϓϦϯのʹん͡んはͳΊら͔ʹͳΔΑ͏ʹͭͿ͕Θ͔らͳい ら͙いϛΩαʔを͔けました。ΞΠεのʹん͡んはいΖͲΓ΋
ʹ。えてগし͋らΊʹϛΩαʔを͔けましたߟ ん͡ん͕ݏいͳਓ͕ଟいので、ϓϦϯやΞΠεʹʹん͡んをೖれました。

いま・ここにある「風流踊」を生きるいま・ここにある「風流踊」を生きる

ユネスコ無形文化遺産登録記念展示ユネスコ無形文化遺産登録記念展示
　令和４年11月30日に、重要無形民俗
文化財であるまんのう町の「綾子踊」と
綾川町の「滝宮の念仏踊」がユネスコの
無形文化遺産に登録されたことを記念
し、企画展を実施します。本企画展では、
「綾子踊」と「滝宮の念仏踊」を中心に、
11月に実施した町内での展示では紹介
されていなかった香川県指定無形民俗
文化財の風流踊についても展示します。

展示一覧（★：ユネスコ無形文化遺産◆：県指定）

˔ҁࢠགྷ（まんの͏町ɿࢦࠃఆ）˒

˔ୌٶの೦෹གྷ（ҁ઒町ɿࢦࠃఆ）˒

˔େ઒೦෹གྷ（まんの͏町）◆

˔ከ༩බɾീઍࡀགྷ（ࡾ๛ాࡒࢢ町）◆

˔ೆי೦෹གྷ（ଟ౓௡町）◆

˔࿨ ɾాా ໺ʑӍޤགྷ（؍Իࢢࣉ๛඿町、େ໺ݪ町）◆

◆（町ࢁ൧ࢢُؙ）ຊ೦෹གྷࡔ˔

日時 ３月14日火～４月２日日࣌̕ʙ1࣌�まで　ؗٳ೔　月༵೔

場所 香川県立文書館　展示室
（町221��1�　ὸ0��������1�1ྛࢢদߴ）

ओ࠵ɿʮ෩ྲྀགྷʯແܗจԽ遺ొ࢈࿥ਪਐߦ࣮ۀࣄҕһձ ߳઒ڭݝҭҕһձੜֶ֔शɾจԽࡒ՝·Ͱɹὸ087ô832ô3786˔ຊاըలの໰い合Θせは

ユネスコ無形文化遺産登録記念展示のお知らせ

ຊ೦෹གྷࡔຊ೦෹གྷࡔຊ೦෹གྷࡔ

●本誌に記載のある行事等につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または順延となることがあります。



　1
月
8
日
、華
や
か
な
振
袖
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
若
者
1
2
9

人
が
集
い
、20
歳
の
門
出
を
祝
う
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
4
月

に
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、名
称
を

『
成
人
式
』か
ら『
は
た
ち
の
集
い
』に

変
更
し
て
実
施
。ま
た
、従
来
の
会
場

で
あ
る
町
民
文
化
ホ
ー
ル
が
工
事
中

の
た
め
、仲
南
小
学
校
体
育
館
に
場

所
を
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　式
典
に
は
中
学
校
時
代
の
恩
師
も

訪
れ
、出
席
者
は
恩
師
か
ら
の
温
か

い
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
式
典
を
機
に
、今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
達
へ
の
感
謝
と
、未
来
へ

の
希
望
を
胸
に
、新
し
い一歩
を
踏
み

出
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　故
郷
の
家
族
や
同
級
生
、故
郷
の

山
や
川
を
常
に
気
遣
い
、故
郷
の
存

続
発
展
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ

て
貢
献
す
る
、故
郷
に
自
分
の
人
生

の
根
っ
こ
を
深
く
張
っ
て
自
ら
も
成

長
す
る
。そ
ん
な
生
き
方
を
皆
さ
ん

に
は
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　実
行
委
員
は
自
分
1
人
だ
け
と

い
う
不
安
な
状
況
で
し
た
が
、多
く

の
同
級
生
の
お
か
げ
で
満
足
の
い
く

「
は
た
ち
の
集
い
」に
出
来
た
と
思
い

ま
す
。事
務
局
と
同
級
生
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
は
し
ん
ど
い
経
験
や
大
変
な

思
い
と
い
う
感
情
は
、楽
し
い
や
嬉

し
い
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
感
情

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。辛
い
や
し
ん

ど
い
と
い
っ
た
感
情
は
、そ
れ
を
乗

り
越
え
た
時
に
あ
る
幸
福
を
何
倍

に
も
す
る
活
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
ん
な
炭
酸
の
ジ
ュ
ー

ス
よ
り
も
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
し
ん
ど
い
部
活
の
後
に
飲
む
水
が

一番
美
味
し
い
の
と
同
じ
で
す
。我
々
が
80
歳
に
な
っ
た
時
に
、

全
員
が
思
い
出
溢
れ
る
い
い
人
生
だ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

まんのう町はたちの集い成
人
代
表
挨
拶

　
　
　
　 永
井
　雅
人 

さ
ん

は
た
ち
の
集
い
実
行
委
員

　 宮
﨑
　陵
我 

さ
ん

ま
ん
の
う
町
長
祝
辞

　
　
　栗田
　隆
義

令和4年度

再会そして、ココロ踊る未来へ！再会そして、ココロ踊る未来へ！

M
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N
O

M
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N
O
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● 

は
た
ち
の
集
い

● 

は
た
ち
の
集
い

22023.1



所得税の確定申告、町・県民税の
申告相談が始まります

※申告相談期間中は、担当職員の多くが会場で相談を受け付けており、税務課への電話が繋がりにくい場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。

　令和4年分所得税の確定申告および令和5年度町・県民税の申告相談を次のとおり行います。令和4年1月1日から12月
31日までの１年間の所得を申告するもので、令和5年度町・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料な
どの算定基礎となる非常に重要なものです。期間内に忘れず申告しましょう。

　町県民税が特別徴収されている配当所得や源泉徴収ありを選択している特定口座内の上場株式等の譲渡所得などにつ
いて、所得税と町県民税で異なる課税方式を選択する場合は、確定申告とは別に町県民税の申告が必要になります。
　令和３年分の確定申告より、配当所得及び株式等に係る譲渡所得等が、特別徴収されたもののみで、その全てを町県民税
において特別徴収で済ませること（申告不要）としようとする場合には、「特定配当等・特定株式等譲渡所得の全部の申告不
要」欄に〇を記入することで、町県民税の申告書の提出は不要となります。ただし、町県民税において、一部でも申告するも
のがある場合や、非上場株式の配当等の町県民税において申告不要とすることができないものが含まれている場合は、当
該欄に〇を記入することはできないため、従来どおり別に町県民税の申告が必要となりますのでご注意ください。

※扶養親族等がいる方は、扶養親族等のマイナンバーが分かるものも必要です。
・利用者識別番号が分かるもの※税務署からの案内はがきなど（送付されている方のみ）
・還付金を受け取る場合…申告者本人名義の口座が分かるもの（通帳など）
・新規に所得税の口座振替を希望する場合…金融機関の届出印、通帳
・予定納税額があった人…所得税の予定納税額が分かるもの

・本人確認書類
●マイナンバーカードがある人・・・・・・・・・・・・・・・・・・ϚΠφϯόʔΧʔυͷΈ
●マイナンバーカードがない人（右記の2఺）

※これ以外の申告でも、申告内容等により町の申告会場での相談が困難と判断された場合は、丸亀税務署での申告をご案
内する場合があります。あらかじめご了承ください。
※上記の内容でも、ご自身で完成された申告書の提出（申告書の収受のみ）は可能です。

　次に該当する申告は、原則町の申告会場で取り扱いができないので、丸亀税務署の申告会場で申告してください。

　例）農業・営業・不動産などの所得、生命保険の保険金などの一時所得、非上場株式の配当所得などがある人※給与また
は公的年金以外の所得が20万円以下の場合、原則確定申告は不要ですが、町・県民税の申告は必要です。　農業や営業等の申告のある方は、事前に収入と支出についてそれ

ぞれの項目ごとに計算、整理し、収支内訳書を作成してお持ちくださ
い。（農業の申告がある方で農協との取引がある方は農協の窓口で
発行できる「わが家の農業収益（経費）等集計表」をご利用ください。）
※なお、事業としておこなっていない農業で、たとえば販売が無く自家用の米
や野菜のみの場合などについては、原則申告の必要はありませんし、申告する
ことはできません。

　医療費控除を受けるには、「医療費控除
の明細書」を作成する必要があります。
　事前に自分で作成した上で、会場にお
越しください。領収書の提示では控除が
受けられません。

申告が必要な方（一般的な例）

町の申告相談でお取り扱いできない申告

申告に必要なもの

申告の事前準備をお願いします

■給与または公的年金以外に所得がある人

■複数の勤め先から給与所得がある人

　国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者は、軽減判定などに影響がありますので、所得のない人も所得がなかった旨
の申告をお願いします。町から「簡易申告書」が送られている人で、すでに提出済の人は申告不要です。

■所得のない人（遺族年金、障害年金などの非課税所得のみの人を含む）

　申告の義務がない方でも、各種控除（医療費控除、生命保険料控除、扶養控除など）を追加する場合には申告が必要です。
■各種控除を受ける人

˔౔஍΍ݐ෺ɾࣜגͷৡ౉ॴಘɺ഑౰ॴಘɺઌ෺औҾͳͲͷ෼཭ॴಘʢͨͩ͠ɺ౔஍ͷऩ༻͕͋ͬͨ৔߹΍ɺ
૯߹՝੫ͷ഑౰ॴಘ͸Մʣɹ˔1೥໨ͷॅ୐आೖۚ౳ಛผ߇আɹ˔Ծ૝௨՟ʹؔ͢Δॴಘɹ˔֎ࠃ੫ֹ߇
আɹ˔੨৭ਃࠂɹ˔४֬ఆਃࠂʢ๢͘ͳΒΕͨํͷਃࠂʣɹ˔աڈ෼ͷ֬ఆਃࠂ౳ɹ˔ফඅ੫͓Αͼ஍ํ
ফඅ੫ɹ˔ଃ༩੫ɹ

その他（্場ࣜג౳のॴ得ʹؔすΔ町ݝຽ੫ਃࠂෆཁ౳のखଓ͖ʹͭいて）
༩ऩೖの͋Δํڅ

೥ۚऩೖの͋Δํ

೶ۀɾӦۀɾෆಈ࢈ɾചిऩೖ͕͋Δํ

ͦのଞのऩೖ͕͋Δํ

ઘ௃ऩථݯ

ऩࢧ಺༁ॻ、ऩࢧやܦඅの分͔Δॻ ɾྨா฽ྨ ˞ऩࢧ಺༁ॻはࣄલʹ࡞੒しࢀ࣋

ʮݸਓ೥ۚʯ、ʮੜ໋อݥ౳のҰ࣌ ɾۚຬظฦ໭ۚʯ、ʮγϧόʔਓࡐηϯλʔの
഑分ۚʯ౳のਃ͕ࠂඞཁͳऩೖʹͭいてऩೖやܦඅの಺༰͕分͔Δ΋の（ࢧ
෷໌ࡉॻͳͲ）

・国民年金保険料控除証明書　・社会保険料控除用納付証明書　・生命保険料控除証明書
・地震保険料控除証明書　     ・医療費控除の明細書 ※事前に作成の上、持参
・寄附金の受領証（領収書）　  ・障害者手帳、療育手帳　など

収支内訳書 医療費控除の明細書

収入に関するもの1

控除に関するもの2

その他必要なもの3

２月１４日㈫～３月１５日㈬期間

問 ੫຿՝��ὸ73ô0104

「収支内訳書」の事前作成をお願いします 「医療費控除の明細書」の事前作成を
お願いします

⁞൪߸֬ೝॻ （ྨ通知カード（記載事項に変更がない場合に限る）など）

 ਎֬ݩೝॻ （ྨ運転免許証など）

・・・・
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所得税の確定申告、町・県民税の
申告相談が始まります

※申告相談期間中は、担当職員の多くが会場で相談を受け付けており、税務課への電話が繋がりにくい場合があります。ご理解・ご協力をお願いします。

　令和4年分所得税の確定申告および令和5年度町・県民税の申告相談を次のとおり行います。令和4年1月1日から12月
31日までの１年間の所得を申告するもので、令和5年度町・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料な
どの算定基礎となる非常に重要なものです。期間内に忘れず申告しましょう。

　町県民税が特別徴収されている配当所得や源泉徴収ありを選択している特定口座内の上場株式等の譲渡所得などにつ
いて、所得税と町県民税で異なる課税方式を選択する場合は、確定申告とは別に町県民税の申告が必要になります。
　令和３年分の確定申告より、配当所得及び株式等に係る譲渡所得等が、特別徴収されたもののみで、その全てを町県民税
において特別徴収で済ませること（申告不要）としようとする場合には、「特定配当等・特定株式等譲渡所得の全部の申告不
要」欄に〇を記入することで、町県民税の申告書の提出は不要となります。ただし、町県民税において、一部でも申告するも
のがある場合や、非上場株式の配当等の町県民税において申告不要とすることができないものが含まれている場合は、当
該欄に〇を記入することはできないため、従来どおり別に町県民税の申告が必要となりますのでご注意ください。

※扶養親族等がいる方は、扶養親族等のマイナンバーが分かるものも必要です。
・利用者識別番号が分かるもの※税務署からの案内はがきなど（送付されている方のみ）
・還付金を受け取る場合…申告者本人名義の口座が分かるもの（通帳など）
・新規に所得税の口座振替を希望する場合…金融機関の届出印、通帳
・予定納税額があった人…所得税の予定納税額が分かるもの

・本人確認書類
●マイナンバーカードがある人・・・・・・・・・・・・・・・・・・ϚΠφϯόʔΧʔυͷΈ
●マイナンバーカードがない人（右記の2఺）

※これ以外の申告でも、申告内容等により町の申告会場での相談が困難と判断された場合は、丸亀税務署での申告をご案
内する場合があります。あらかじめご了承ください。
※上記の内容でも、ご自身で完成された申告書の提出（申告書の収受のみ）は可能です。

　次に該当する申告は、原則町の申告会場で取り扱いができないので、丸亀税務署の申告会場で申告してください。

　例）農業・営業・不動産などの所得、生命保険の保険金などの一時所得、非上場株式の配当所得などがある人※給与また
は公的年金以外の所得が20万円以下の場合、原則確定申告は不要ですが、町・県民税の申告は必要です。　農業や営業等の申告のある方は、事前に収入と支出についてそれ

ぞれの項目ごとに計算、整理し、収支内訳書を作成してお持ちくださ
い。（農業の申告がある方で農協との取引がある方は農協の窓口で
発行できる「わが家の農業収益（経費）等集計表」をご利用ください。）
※なお、事業としておこなっていない農業で、たとえば販売が無く自家用の米
や野菜のみの場合などについては、原則申告の必要はありませんし、申告する
ことはできません。

　医療費控除を受けるには、「医療費控除
の明細書」を作成する必要があります。
　事前に自分で作成した上で、会場にお
越しください。領収書の提示では控除が
受けられません。

申告が必要な方（一般的な例）

町の申告相談でお取り扱いできない申告

申告に必要なもの

申告の事前準備をお願いします

■給与または公的年金以外に所得がある人

■複数の勤め先から給与所得がある人

　国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者は、軽減判定などに影響がありますので、所得のない人も所得がなかった旨
の申告をお願いします。町から「簡易申告書」が送られている人で、すでに提出済の人は申告不要です。

■所得のない人（遺族年金、障害年金などの非課税所得のみの人を含む）

　申告の義務がない方でも、各種控除（医療費控除、生命保険料控除、扶養控除など）を追加する場合には申告が必要です。
■各種控除を受ける人

˔౔஍΍ݐ෺ɾࣜגͷৡ౉ॴಘɺ഑౰ॴಘɺઌ෺औҾͳͲͷ෼཭ॴಘʢͨͩ͠ɺ౔஍ͷऩ༻͕͋ͬͨ৔߹΍ɺ
૯߹՝੫ͷ഑౰ॴಘ͸Մʣɹ˔1೥໨ͷॅ୐आೖۚ౳ಛผ߇আɹ˔Ծ૝௨՟ʹؔ͢Δॴಘɹ˔֎ࠃ੫ֹ߇
আɹ˔੨৭ਃࠂɹ˔४֬ఆਃࠂʢ๢͘ͳΒΕͨํͷਃࠂʣɹ˔աڈ෼ͷ֬ఆਃࠂ౳ɹ˔ফඅ੫͓Αͼ஍ํ
ফඅ੫ɹ˔ଃ༩੫ɹ

その他（্場ࣜג౳のॴ得ʹؔすΔ町ݝຽ੫ਃࠂෆཁ౳のखଓ͖ʹͭいて）
༩ऩೖの͋Δํڅ

೥ۚऩೖの͋Δํ

೶ۀɾӦۀɾෆಈ࢈ɾചిऩೖ͕͋Δํ

ͦのଞのऩೖ͕͋Δํ

ઘ௃ऩථݯ

ऩࢧ಺༁ॻ、ऩࢧやܦඅの分͔Δॻ ɾྨா฽ྨ ˞ऩࢧ಺༁ॻはࣄલʹ࡞੒しࢀ࣋

ʮݸਓ೥ۚʯ、ʮੜ໋อݥ౳のҰ࣌ ɾۚຬظฦ໭ۚʯ、ʮγϧόʔਓࡐηϯλʔの
഑分ۚʯ౳のਃ͕ࠂඞཁͳऩೖʹͭいてऩೖやܦඅの಺༰͕分͔Δ΋の（ࢧ
෷໌ࡉॻͳͲ）

・国民年金保険料控除証明書　・社会保険料控除用納付証明書　・生命保険料控除証明書
・地震保険料控除証明書　     ・医療費控除の明細書 ※事前に作成の上、持参
・寄附金の受領証（領収書）　  ・障害者手帳、療育手帳　など

収支内訳書 医療費控除の明細書

収入に関するもの1

控除に関するもの2

その他必要なもの3

２月１４日㈫～３月１５日㈬期間

問 ੫຿՝��ὸ73ô0104

「収支内訳書」の事前作成をお願いします 「医療費控除の明細書」の事前作成を
お願いします

⁞൪߸֬ೝॻ （ྨ通知カード（記載事項に変更がない場合に限る）など）

 ਎֬ݩೝॻ （ྨ運転免許証など）

・・・・
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　申告相談の日程は、地区指定していますので、相談が必要な方はできるかぎりお住まいの地区の相談日にお
越しください。（お住まいの地区の相談日が都合の悪い方は、それ以外の日程でも相談できます。）
　相談会場では受付順にご案内しますが、混雑状況により、長時間お待たせする場合がありますのでご了承く
ださい。（午前中、特に朝の早い時間帯などは混雑しやすい傾向があります。）

　原動機付自転車を改造し、排気量などが変更になったときは、15日以内
に申告が必要です。
　申告の際、改造を証明する書類の作成が必要になります。
　未改造でありながらあたかも改造したかのように申告することは、地方
税法の定めにより30万円以下の罰金の対象になります。
　申告書など詳しくは、町ホームページをご覧ください。

w৽ܕίϩφ΢Πϧε౳ʹΑΔײછ঱༧๷ͷͨΊɺϚεΫͷண༻΍खࢦͷফಟͳͲʹ͍ͩ͘͝͞ྗڠɻ
w೶ۀ΍Ӧۀ౳ͷॴಘͷ͋Δํ͸ʮऩࢧ಺༁ॻʯΛɺҩྍඅ߇আΛड͚Δํ͸ʮҩྍඅ߇আͷ໌ࡉॻʯΛɺࣄલʹ࡞
੒ͯ͠ձ৔ʹ͓͍ͩͪ࣋͘͞ɻ͜ ΕΒ͕࡞੒͞Ε͍ͯͳ͍৔߹ɺ଴߹Ͱ࡞੒͍ͯͨͩ͘͜͠ͱʹͳΓɺਃࠂͷॱ൪
ͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻʹޙ͕
wʮऩࢧ಺༁ॻʯ΍ʮҩྍඅ߇আͷ໌ࡉॻʯ౳ͷ༷ࣜ͸ɺ੫຿՝૭ޱ΍ࠃ੫ிͷϗʔϜϖʔδͳͲͰऔಘͰ͖·͢ͷ
Ͱ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ
w֬ఆਃ͕ࠂඞཁͳํ͸ɺਃࠂձ৔ʹ͘͜ߦͱͳࣗ͘୐͔Βύιίϯ΍εϚϗΛར༻ͯ͠ਃ͕ࠂՄೳͳF�UBYిࢠ
ਃ͕ࠂศརͰ͢ͷͰ͝׆༻͍ͩ͘͞ɻ

申告相談期間 ２月１４日（火）～３月１５日（水）（土日・祝日を除く）9時～16時（全日程共通）

申告会場は、連日大変混雑が予想されます。以下の点についてご協力をお願いします。

த௨	օ໺ɺ໊ Լɺ໊ࠒ 
্ࠒɺ઒౦	෵໺ɺງాɺલͷ઒ɺӍౡɺ໌ ਆ
 
ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ

த௨	৽ੜԼɺ৽ੜ্ɺத௨ຊଜɺ໺ޱԼɺ໺্ޱ
ɺ઒౦	ழͷඓɺমඌɺ઒౦Լɺ઒౦্


઒౦	த۽Լɺத্۽ɺྛ ɺ֯ࡾɺ઒Ԟதɺ઒Ԟ্


଄ా	ߋੜɺֿ ऱ౦ɺֿ ऱ੢ɺ໦ͷԼɺ৓ࢁɺඋத஍ɺԬͷ็ɺߥਆɺఱ઒ɺകͷ໦ɺࡾຊদ্ɺࡾຊদԼ


઒౦	ԭ໺ɺத໺ɾג੾
ɺউӜ	ԣാɺ஥໺ɺউӜຊଜɺԼ෱Ոɺਅླɺീ็ɺՈ࿡ɺ୩ॴɺ௕୩ɺಸྑͷ໦


଄ా	੝্ɺ੝Լɺதԝɺ͞ Β͘ɺ෩ͷٰɺѴொɺӫொɺۋொɺ஥ۭɺ্ ॴɺԼॴɺѴ෩ձɺڞӫձɺ৓ࢁϋΠπ


Ԙೖɺय़೔ɺٱอɺຊ໨ɺখ஑ɺ෱ྑݟɺরҪɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ɺࠤɺങాాٶ จ

ൕࢁɺࢁޙɺେޱɺ৽໨ɺࢁ࿬ɺ௥্ɺੜؒ

୸ॴ౦ɺ୸ॴ੢ʢߐാɺฏ໺ʣ

୸ॴ੢ʢ্ه஍۠Λআ͘ʣɺ௕ඌʢྛϊԼɺֽ ྛʣ

௕ඌʢ্ه஍۠Λআ͘ʣɺ٢໺ʢѴ౦ʣ

٢໺ʢ໦ϊ࡚ɺٶ౦ʣɺਆ໺ɺਅ໺

٢໺ʢ্ه஍۠Λআ͘ʣ

ᑍʢ෱Ոɺຊଜʣ࢛ᑍɺޒɺ্؛

஍۠Λআ͘ʣɺ٢໺ԼʢलੴɺᲪ஑ɺ઒ୌɺྛهᑍʢ্࢛ ɺ੢ాҪʣ

٢໺Լʢ্ه஍۠Λআ͘ʣɺӋؒɺ੢ࣰߴɹ

2月1�೔

೔　　ఔ ஍　　۠ 場　　ॴ

Ր

2月1�೔ ਫ

2月1�೔ ໦

2月1�೔ ۚ

2月20೔ 月

2月21೔ Ր

2月22೔ ਫ

2月2�೔ ۚ

2月2�೔ 月

2月2�೔ Ր

3月1೔ ਫ

3月2೔ ໦

3月3೔ ۚ

3月�೔ 月

౦ࣰߴɺެ จ3月�೔ Ր

3月�೔ ਫ

3月�೔ ໦

3月10೔ ۚ

3月13೔ 月

3月1�೔ Ր

3月1�೔ ਫ

஥ೆࢧॴ（2֊େձٞࣨ）

໾場ຊி	3֊େձٞࣨ）

དྷられͳ͔ͬたʹه্ （ํશ஍۠ର৅）

※上記期間中は、税務課窓口では、申告の受付はできません。申告が必要な方は申告相談会場までお越しください。

申  告  相  談  日  程申  告  相  談  日  程

原動機付自転車を改造したときは手続きを

問 ੫຿՝��ὸ73ô0104

税務署から確定申告についてのお知らせ

確定申告書は、スマホやパソコンで作成できます！

安心・便利な振替納税

スマホアプリ納付

納税証明書はオンラインで

確定申告会場についてのお知らせ

●開設期間

●受付時間等

入場整理券について 駐車場のお知らせ

　国税庁ホームページ（確定申告書等作成コーナー）に
アクセスすれば、画面の案内に沿って入力するだけで申
告書が作成でき、e-Taxを利用して送信できるほか、印刷
して郵送等で提出することもできます。

　振替納税は、金融機関の預貯金口座から自動的に引き
落とされる便利な制度です。
※振替納税を利用される場合には、納税地を所轄する税
務署に振替依頼書を提出する必要があります。（e-Taxを
使って簡単な操作で提出することもできます。）

●会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、「入場
整理券」が必要です（作成済申告書の提出のみであれば不要）。
●入場整理券は会場で当日配付しますが、LINEを通じたオンラ
イン事前発行も可能です。

●駐車場に限りがありますので、確定申告会場へ
お越しになる際は、公共交通機関をご利用くだ
さい。また、お車を利用の場合は有料駐車場を
ご利用ください。

　令和４年12月１日から国税のスマホアプリ納付が利
用可能になり、国税スマートフォン決済専用サイトから、
納税者が利用可能なPay払い（○○ペイ）を選択して納
付することができます。詳しくは、国税庁ホームページ
をご覧ください。

　納税証明書は、事前にオンラインで請求することにより、
受け取りの際に窓口での待ち時間が短縮できます。e-Tax
をご利用の方は、事前の届出不要で、スマートフォンやパソ
コンから請求できますので、ぜひご利用ください。

※土・日・祝日を除く　※期間より前でも、作成済みの申告書等の提出は受け付けております。
※来場の際は、感染症対策へのご協力をお願いします。

２月16日（木）～３月15日（水）

※入場整理券の配付状況により、午後４時前であっても受付を終了する場合あり。
午前８時30分～午後４時までʢ૬ஊ͸ޕલ9͔࣌Βʣ
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各種手続きは
こちらから

問 ؙُ੫຿ॺ��ὸ23ô2221

M
AN
N
O

62023.2

● 

確
定
申
告



　申告相談の日程は、地区指定していますので、相談が必要な方はできるかぎりお住まいの地区の相談日にお
越しください。（お住まいの地区の相談日が都合の悪い方は、それ以外の日程でも相談できます。）
　相談会場では受付順にご案内しますが、混雑状況により、長時間お待たせする場合がありますのでご了承く
ださい。（午前中、特に朝の早い時間帯などは混雑しやすい傾向があります。）

　原動機付自転車を改造し、排気量などが変更になったときは、15日以内
に申告が必要です。
　申告の際、改造を証明する書類の作成が必要になります。
　未改造でありながらあたかも改造したかのように申告することは、地方
税法の定めにより30万円以下の罰金の対象になります。
　申告書など詳しくは、町ホームページをご覧ください。
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申告相談期間 ２月１４日（火）～３月１５日（水）（土日・祝日を除く）9時～16時（全日程共通）

申告会場は、連日大変混雑が予想されます。以下の点についてご協力をお願いします。

த௨	օ໺ɺ໊ Լɺ໊ࠒ 
্ࠒɺ઒౦	෵໺ɺງాɺલͷ઒ɺӍౡɺ໌ ਆ
 
ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


ձٞࣨ	ೆ૯合ηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ


খձٞࣨ	ೆ೶վηϯλʔۏ

த௨	৽ੜԼɺ৽ੜ্ɺத௨ຊଜɺ໺ޱԼɺ໺্ޱ
ɺ઒౦	ழͷඓɺমඌɺ઒౦Լɺ઒౦্


઒౦	த۽Լɺத্۽ɺྛ ɺ֯ࡾɺ઒Ԟதɺ઒Ԟ্
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઒౦	ԭ໺ɺத໺ɾג੾
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٢໺ʢ্ه஍۠Λআ͘ʣ
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2月1�೔

೔　　ఔ ஍　　۠ 場　　ॴ

Ր

2月1�೔ ਫ

2月1�೔ ໦

2月1�೔ ۚ

2月20೔ 月

2月21೔ Ր

2月22೔ ਫ

2月2�೔ ۚ

2月2�೔ 月

2月2�೔ Ր

3月1೔ ਫ

3月2೔ ໦

3月3೔ ۚ

3月�೔ 月

౦ࣰߴɺެ จ3月�೔ Ր

3月�೔ ਫ

3月�೔ ໦

3月10೔ ۚ

3月13೔ 月

3月1�೔ Ր

3月1�೔ ਫ

஥ೆࢧॴ（2֊େձٞࣨ）

໾場ຊி	3֊େձٞࣨ）

དྷられͳ͔ͬたʹه্ （ํશ஍۠ର৅）

※上記期間中は、税務課窓口では、申告の受付はできません。申告が必要な方は申告相談会場までお越しください。

申  告  相  談  日  程申  告  相  談  日  程

原動機付自転車を改造したときは手続きを

問 ੫຿՝��ὸ73ô0104

税務署から確定申告についてのお知らせ

確定申告書は、スマホやパソコンで作成できます！

安心・便利な振替納税

スマホアプリ納付

納税証明書はオンラインで

確定申告会場についてのお知らせ

●開設期間

●受付時間等

入場整理券について 駐車場のお知らせ

　国税庁ホームページ（確定申告書等作成コーナー）に
アクセスすれば、画面の案内に沿って入力するだけで申
告書が作成でき、e-Taxを利用して送信できるほか、印刷
して郵送等で提出することもできます。

　振替納税は、金融機関の預貯金口座から自動的に引き
落とされる便利な制度です。
※振替納税を利用される場合には、納税地を所轄する税
務署に振替依頼書を提出する必要があります。（e-Taxを
使って簡単な操作で提出することもできます。）

●会場内の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、「入場
整理券」が必要です（作成済申告書の提出のみであれば不要）。
●入場整理券は会場で当日配付しますが、LINEを通じたオンラ
イン事前発行も可能です。

●駐車場に限りがありますので、確定申告会場へ
お越しになる際は、公共交通機関をご利用くだ
さい。また、お車を利用の場合は有料駐車場を
ご利用ください。

　令和４年12月１日から国税のスマホアプリ納付が利
用可能になり、国税スマートフォン決済専用サイトから、
納税者が利用可能なPay払い（○○ペイ）を選択して納
付することができます。詳しくは、国税庁ホームページ
をご覧ください。

　納税証明書は、事前にオンラインで請求することにより、
受け取りの際に窓口での待ち時間が短縮できます。e-Tax
をご利用の方は、事前の届出不要で、スマートフォンやパソ
コンから請求できますので、ぜひご利用ください。

※土・日・祝日を除く　※期間より前でも、作成済みの申告書等の提出は受け付けております。
※来場の際は、感染症対策へのご協力をお願いします。

２月16日（木）～３月15日（水）

※入場整理券の配付状況により、午後４時前であっても受付を終了する場合あり。
午前８時30分～午後４時までʢ૬ஊ͸ޕલ9͔࣌Βʣ
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各種手続きは
こちらから
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民生委員児童委員が委嘱されました
　新しい民生委員・児童委員62人が、厚生労働大臣から委嘱されました。
　任期は、令和７年11月30日までの3年間です。地域福祉についての身近な相談相手
として活動しますので、担当地区の民生委員・児童委員にご相談ください。また、地区を
担当する民生委員・児童委員のほかに、児童問題を専門に担当する主任児童委員もい
ますので、子どもの問題でお悩みの時は、主任児童委員にご相談ください。　

　町内すべての子どもとその家庭（妊産婦を含む）を対
象に、相談全般から専門的な支援までを行う窓口です。
福祉保険課（本庁１階）にあります。
　拠点窓口では、
１８歳までの子ども
さん自身、または保
護者や周囲の方よ
り、様々な子どもや
子育てのご相談を
お受けしています。

【退任された方】
琴南地区／宮下久男（長谷）、米田千鶴子（中央）、新家治（明神）、西丸惠美子（前の川）、後藤加代子（木の下）、
　　　　　佐野房子（勝浦本村）
仲南地区／安西朱実（山脇）、王尾令子（佐文）、和泉志津代（塩入）、細川和代（宮田）、大塚崇（春日）　
満濃地区／秀石謙三（秀石）、増田実雄（本村西）、白川アヤ子（野津郷上）、今田義則（薬師堂）、山本初子（上種子）、
　　　　　東條仁（五毛）、田中一夫（西村）、篠原多惠子（田中）、千葉弘巳（立石）、寺嶋清枝（樫林）
　　　　　（敬称略）
退任された委員の皆さん、長い間ありがとうございました。

問 ෱ࢱอݥ՝��ὸ73ô0124

まんのうイキイキくらぶの
お知らせ
まんのうイキイキくらぶの
お知らせ

みんなで
高血圧予防
について知ろう

˔৔ɹॴ／満濃農村環境改善センター
˔಺ɹ༰／高血圧と心臓病のお話
　　　　　「まんのういきいき体操」も行います。
Ճඅ／無料ࢀ˔ 　　保健師／ࢣɹߨ˔
˔ఆɹһ／20名程度　˔ରɹ৅／65歳以上の方

申問 ෱ࢱอݥ՝ɹ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ��ὸ73ô0125

2月10日（金）9ɿ̏ 0ʙ11ɿ30日時

子ども家庭総合支援拠点とは？

こんなことで悩んでいませんか？

問 （՝಺ݥอࢱ෱）఺��ὸ73ô0124ڌԉࢧ߹Ͳ΋Ոఉ૯ࢠ

　成人歯科健康診査の受診はお済みです
か？対象の方には４月に受診券をお送りして
います。忙しさのために歯科健診の機会を
逃し、気づいたときには歯周病が進行してい
ることもあります。無料で歯科健診が受けら
れる５年に１度の機会です。早めに歯科健診
を受け、歯周病を予防しましょう。 問 ਐ՝��ὸ73ô0126૿߁݈

成人歯科健康診査再勧奨のお知らせ
ྩ࿨̐ ೥̐ 月̎ ೔͔らྩ࿨̑ ೥̐ 月̍ ೔ʹҎԼの೥ྸʹୡすΔํ
̐̌ ̐、ࡀ ̑、ࡀ̑ ̑、ࡀ̌ ̒、ࡀ̑ ̒、ࡀ̌ ̓、ࡀ̑ ࡀ̌
のද໘ΫϦʔχϯάࣃ、਍ࠪ߁Պ݈ࣃ

ݕױप࣬ࣃ） ɾࠪଣӷࠪݕをؚΉ）
まんの ɾ͏ۏฏ町಺のࣃՊҩӃ（ड਍݊をごࢀরͩ͘さい）
月̏̏ ೔̍（ۚ）まで（ٳ਍೔をআ͘）

ແ　ྉ
ड਍݊、݈ ূݥอ߁

ྩ࿨4೥౓
対　　象

内　　容

実施場所
実施期間
費　　用
持 参 物

「子ども家庭総合支援拠点」「子ども家庭総合支援拠点」

※秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

　子育ての不安や悩みごとを、在籍する専門職（保健
師や社会福祉士
など）が、相談に
応じます。また、関
係機関と連携し
て、一緒に考えな
がらそれぞれに
合ったサポートを
していきます。

相談から支援までの流れ

 

ి࿩、໘ஊでの૬ஊをडけ෇けています。ڌ఺窓口΁ご࿈བྷͩ͘さい。まずはご相談ください

開設しました

春日上
春日下・塩入
久保・本目
小池
福良見上
福良見下・照井
帆山・塩入駅前団地・仲南荘
後山・大口・中山団地
新目
山脇
追上
宮田
佐文南
佐文北
買田・岡下団地
生間
主任児童委員
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更生・梶洲東・梶洲西
木の下・城山・備中地・岡の峯・城山ハイツ・さくら
荒神・天川・梅の木・三本松上・三本松下
中央・旭町・栄町・旭風会・共栄会　
盛上・盛下・錦町・仲空・上所・下所・風の丘
新生下・新生上・中通本村
野口下・野口上・皆野
猪の鼻・焼尾・川東下・川東上・淵野
堀田・前の川
名頃下・名頃上・明神・やすらぎの里
仲野・八峰・家六・谷所
勝浦本村・下福家・真鈴
中熊下・中熊上・林・長谷・奈良の木
三角・川奥中・川奥上・沖野・中野・株切・横畑
主任児童委員

柴 田 正 人
岡 　 賢 二
三好みどり
山 下 勝 子
谷 口 里 恵
宮 地 　 隆
黒川永二郎
堀 口 茂 樹
髙 尾 郁 子
山 口 美 保
大野登代子
仁 谷 　 亙
佐 喜 正 司
髙 尾 伸 二
大北るり子

丸 山 正 浩
葛 原 　 勇
近 石 和 久
大 西 　 徹
鈴 木 晶 子
山 内 　 茂
小 山 悦 寛
和 泉 重 俊
西 原 健 司
黒 田 　 優
三 好 　 茂
伊 井 貞 博
久 染 智 春
尾 﨑 和 代
香 川 昭 弘
道 久 　 薫
西 山 章 子
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担当地区 氏　　    名 電　　話

仲
南
地
区（
仲
南
支
所
　☎
7
7ô

2
1
1
1
）

琴
南
地
区（
琴
南
支
所
　☎
8
5ô

2
1
1
1
）

本村・福家
生稲・天皇
大橋
新道・秀石・鰌池
西田井・林
川滝・杉ノ上
上田井・長田・上分・仲分・中所
公文・大中・谷山内・田中・中部
辻・天神・下分・池田
宮東（西髙篠）・宮西（西髙篠）
小原・祓川・立石・馬場・大下・上仲屋敷・下仲屋敷・高橋住宅
薬師堂・道渕・久保の宮東・松の上・川添・額原・寺下
池下・上真野・山下
岸・城力・下所・吉井
涌井・椿谷・五条涌井・西村・久保川北
木ノ崎・旭東
宮東（吉野）・野津郷
中村・鐘場・中大宮・八幡・北原
光元・場正
五毛・高屋原・桶樋
浦山・上無頭・下無頭・上の宮・大原・下王地・蔵の前
大向
林の下・樫林・天神・町代・北山
塩田・江畑・平野
上王地・東佐岡・西佐岡・田淵・寺の前・満濃荘
片岡・常包
大谷川・大井手・広袖・山の神・上種子・下種子
金剛院・平山
主任児童委員
主任児童委員
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須藤富美子
真 鍋 　 隆
宝 智 久 子
新 名 節 子
増 田 芳 子
髙 木 章 充
平 川 英 子
藤 田 朱 美
金場みゆき
南 條 式 数
原岡美智子
松 原 正 子
今 田 興 人
吉 田 悦 子
山 下 雅 司
多 田 　 覚
末 久 廣 子
東 條 幸 代
古 川 勝 子
香 川 浩 三
片 岡 政 志
小野扶美子
高 瀨 絹 代
西 山 正 則
神 余 正 浩
千 葉 明 子
三 原 俊 雄
瀧 下 弘 子
有信眞智子
豊 田 早 苗
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子育てが
負担に感じる…

家族から暴言や
暴力を受けている…

怒鳴り声や子どもの泣き声が
頻繁に聞こえて心配…

学校に
行きたくない…

子どもが全然いうことを
聞かない…

お父さんとお母さんの
喧嘩を見るのがつらい…
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民生委員児童委員が委嘱されました
　新しい民生委員・児童委員62人が、厚生労働大臣から委嘱されました。
　任期は、令和７年11月30日までの3年間です。地域福祉についての身近な相談相手
として活動しますので、担当地区の民生委員・児童委員にご相談ください。また、地区を
担当する民生委員・児童委員のほかに、児童問題を専門に担当する主任児童委員もい
ますので、子どもの問題でお悩みの時は、主任児童委員にご相談ください。　

　町内すべての子どもとその家庭（妊産婦を含む）を対
象に、相談全般から専門的な支援までを行う窓口です。
福祉保険課（本庁１階）にあります。
　拠点窓口では、
１８歳までの子ども
さん自身、または保
護者や周囲の方よ
り、様々な子どもや
子育てのご相談を
お受けしています。

【退任された方】
琴南地区／宮下久男（長谷）、米田千鶴子（中央）、新家治（明神）、西丸惠美子（前の川）、後藤加代子（木の下）、
　　　　　佐野房子（勝浦本村）
仲南地区／安西朱実（山脇）、王尾令子（佐文）、和泉志津代（塩入）、細川和代（宮田）、大塚崇（春日）　
満濃地区／秀石謙三（秀石）、増田実雄（本村西）、白川アヤ子（野津郷上）、今田義則（薬師堂）、山本初子（上種子）、
　　　　　東條仁（五毛）、田中一夫（西村）、篠原多惠子（田中）、千葉弘巳（立石）、寺嶋清枝（樫林）
　　　　　（敬称略）
退任された委員の皆さん、長い間ありがとうございました。

問 ෱ࢱอݥ՝��ὸ73ô0124

まんのうイキイキくらぶの
お知らせ
まんのうイキイキくらぶの
お知らせ

みんなで
高血圧予防
について知ろう

˔৔ɹॴ／満濃農村環境改善センター
˔಺ɹ༰／高血圧と心臓病のお話
　　　　　「まんのういきいき体操」も行います。
Ճඅ／無料ࢀ˔ 　　保健師／ࢣɹߨ˔
˔ఆɹһ／20名程度　˔ରɹ৅／65歳以上の方

申問 ෱ࢱอݥ՝ɹ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔ��ὸ73ô0125

2月10日（金）9ɿ̏ 0ʙ11ɿ30日時

子ども家庭総合支援拠点とは？

こんなことで悩んでいませんか？

問 （՝಺ݥอࢱ෱）఺��ὸ73ô0124ڌԉࢧ߹Ͳ΋Ոఉ૯ࢠ

　成人歯科健康診査の受診はお済みです
か？対象の方には４月に受診券をお送りして
います。忙しさのために歯科健診の機会を
逃し、気づいたときには歯周病が進行してい
ることもあります。無料で歯科健診が受けら
れる５年に１度の機会です。早めに歯科健診
を受け、歯周病を予防しましょう。 問 ਐ՝��ὸ73ô0126૿߁݈

成人歯科健康診査再勧奨のお知らせ
ྩ࿨̐ ೥̐ 月̎ ೔͔らྩ࿨̑ ೥̐ 月̍ ೔ʹҎԼの೥ྸʹୡすΔํ
̐̌ ̐、ࡀ ̑、ࡀ̑ ̑、ࡀ̌ ̒、ࡀ̑ ̒、ࡀ̌ ̓、ࡀ̑ ࡀ̌
のද໘ΫϦʔχϯάࣃ、਍ࠪ߁Պ݈ࣃ

ݕױप࣬ࣃ） ɾࠪଣӷࠪݕをؚΉ）
まんの ɾ͏ۏฏ町಺のࣃՊҩӃ（ड਍݊をごࢀরͩ͘さい）
月̏̏ ೔̍（ۚ）まで（ٳ਍೔をআ͘）

ແ　ྉ
ड਍݊、݈ ূݥอ߁

ྩ࿨4೥౓
対　　象

内　　容

実施場所
実施期間
費　　用
持 参 物

「子ども家庭総合支援拠点」「子ども家庭総合支援拠点」

※秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

　子育ての不安や悩みごとを、在籍する専門職（保健
師や社会福祉士
など）が、相談に
応じます。また、関
係機関と連携し
て、一緒に考えな
がらそれぞれに
合ったサポートを
していきます。

相談から支援までの流れ

Child First

ి࿩、໘ஊでの૬ஊをडけ෇けています。ڌ఺窓口΁ご࿈བྷͩ͘さい。まずはご相談ください

開設しました

春日上
春日下・塩入
久保・本目
小池
福良見上
福良見下・照井
帆山・塩入駅前団地・仲南荘
後山・大口・中山団地
新目
山脇
追上
宮田
佐文南
佐文北
買田・岡下団地
生間
主任児童委員
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更生・梶洲東・梶洲西
木の下・城山・備中地・岡の峯・城山ハイツ・さくら
荒神・天川・梅の木・三本松上・三本松下
中央・旭町・栄町・旭風会・共栄会　
盛上・盛下・錦町・仲空・上所・下所・風の丘
新生下・新生上・中通本村
野口下・野口上・皆野
猪の鼻・焼尾・川東下・川東上・淵野
堀田・前の川
名頃下・名頃上・明神・やすらぎの里
仲野・八峰・家六・谷所
勝浦本村・下福家・真鈴
中熊下・中熊上・林・長谷・奈良の木
三角・川奥中・川奥上・沖野・中野・株切・横畑
主任児童委員

柴 田 正 人
岡 　 賢 二
三好みどり
山 下 勝 子
谷 口 里 恵
宮 地 　 隆
黒川永二郎
堀 口 茂 樹
髙 尾 郁 子
山 口 美 保
大野登代子
仁 谷 　 亙
佐 喜 正 司
髙 尾 伸 二
大北るり子

丸 山 正 浩
葛 原 　 勇
近 石 和 久
大 西 　 徹
鈴 木 晶 子
山 内 　 茂
小 山 悦 寛
和 泉 重 俊
西 原 健 司
黒 田 　 優
三 好 　 茂
伊 井 貞 博
久 染 智 春
尾 﨑 和 代
香 川 昭 弘
道 久 　 薫
西 山 章 子
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担当地区 氏　　    名 電　　話

仲
南
地
区（
仲
南
支
所
　☎
7
7ô

2
1
1
1
）

琴
南
地
区（
琴
南
支
所
　☎
8
5ô

2
1
1
1
）

本村・福家
生稲・天皇
大橋
新道・秀石・鰌池
西田井・林
川滝・杉ノ上
上田井・長田・上分・仲分・中所
公文・大中・谷山内・田中・中部
辻・天神・下分・池田
宮東（西髙篠）・宮西（西髙篠）
小原・祓川・立石・馬場・大下・上仲屋敷・下仲屋敷・高橋住宅
薬師堂・道渕・久保の宮東・松の上・川添・額原・寺下
池下・上真野・山下
岸・城力・下所・吉井
涌井・椿谷・五条涌井・西村・久保川北
木ノ崎・旭東
宮東（吉野）・野津郷
中村・鐘場・中大宮・八幡・北原
光元・場正
五毛・高屋原・桶樋
浦山・上無頭・下無頭・上の宮・大原・下王地・蔵の前
大向
林の下・樫林・天神・町代・北山
塩田・江畑・平野
上王地・東佐岡・西佐岡・田淵・寺の前・満濃荘
片岡・常包
大谷川・大井手・広袖・山の神・上種子・下種子
金剛院・平山
主任児童委員
主任児童委員
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須藤富美子
真 鍋 　 隆
宝 智 久 子
新 名 節 子
増 田 芳 子
髙 木 章 充
平 川 英 子
藤 田 朱 美
金場みゆき
南 條 式 数
原岡美智子
松 原 正 子
今 田 興 人
吉 田 悦 子
山 下 雅 司
多 田 　 覚
末 久 廣 子
東 條 幸 代
古 川 勝 子
香 川 浩 三
片 岡 政 志
小野扶美子
高 瀨 絹 代
西 山 正 則
神 余 正 浩
千 葉 明 子
三 原 俊 雄
瀧 下 弘 子
有信眞智子
豊 田 早 苗
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暴力を受けている…

怒鳴り声や子どもの泣き声が
頻繁に聞こえて心配…

学校に
行きたくない…

子どもが全然いうことを
聞かない…

お父さんとお母さんの
喧嘩を見るのがつらい…
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被保険者が亡くなったときには、葬祭を行った方に葬祭費を支給していますので、福祉保険課へ申請をしてください。
※葬祭を行った日の翌日から２年を過ぎると時効により支給できませんので、ご注意ください。
˗ਃ੥ʹඞཁͳ΋の
・葬祭を行った方の氏名などを確認できる書類（領収書、会葬礼状、火葬許可証など）
・葬祭を行った方の預金通帳など口座情報と名義の確認ができるもの
※葬祭を行った方以外の申請・受領の場合には委任状が必要です。

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについ
て「事前予約」を行っています。
　お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

˗༧໿૬ஊر๬೔の̍ ϲ月લ͔らલ೔までड෇しています。
˗͓ਃしࠐΈのࡍは、ૅج೥ۚ൪߸のΘ͔Δ΋の（೥ۚखாや೥ۚূॻͳͲ）をご༻ҙͩ͘さい。

※自己負担額から限度額を差し引いた額が５０１円以上の場合に限り支給されます。
※対象と見込まれる方には、申請書をྩ࿨̑ ೥̎ ݄末頃発送予定です。
˞ྩ࿨̐ ೥̓ ݄̏ ೔̍࣌఺Ͱͷෛ୲۠෼͕ద༻͞Ε·͢ɻ

葬祭費

課税所得６９０万円以上の方現役Ⅲ

ෛ୲۠分 ର৅ऀ

現役Ⅱ
現役Ⅰ

一般

3
割

1
割

区分Ⅱ

区分Ⅰ

２１２万円
１４１万円
６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

課税所得３８０万円以上６９０万円未満の方
課税所得１４５万円以上３８０万円未満の方
自己負担割合が「１割」で、
区分Ⅰ、区分Ⅱのいずれにも該当しない方

同じ世帯の全員が住民税非課税で、
区分Ⅰに該当しない方

同じ世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員が
所得０円、または老齢福祉年金受給者の方
（年金の所得は、控除額を８０万円として計算）

౓ݶෛ୲ݾࣗ （ֹ೥ֹ）
（計算期間令和３年８月１日～令和４年７月３１日）

　世帯内の同一の医療保険の加入者の方について、１年間（毎年８月１日～翌年７月３１日）
に『医療保険』と『介護保険』の両方に自己負担があり、その合計が自己負担限度額（年額）
を超えた場合、申請によって限度額を超えた金額が支給されます。

高額医療・高額介護合算療養費

問 ෱ࢱอݥ՝��ὸ73ô0124ɹ߳઒ऀྸߴظޙݝҩྍ޿Ҭ࿈߹��ὸ087ô811ô1866

問 ળ௨ࣉ೥ۚࣄ຿ॴ��ὸ62ô1662ɹԻ੠ΨΠμϯεᶃˠᶄ

年金事務所での年金相談・お手続きの際は、ご予約を！年金事務所での年金相談・お手続きの際は、ご予約を！

　ご予約は、全国共通の予約専用受付電話「０５７０－０５－４８９０」または
お近くの年金事務所へお申し込みください。

　
今
年
度
の
医
療
費（
３
月
〜
８
月
診
療
分

を
年
額
換
算
）を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、全
体

の
額
も
一
人
当
り
の
額
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、入
院
と
調
剤
が
前
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、国
保
高
齢

化
率（
65
歳
以
上
の
割
合
）は
上
昇
し
続
け
て
い

ま
す
。２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）11
月
末
で
は

57
％
に
達
し
て
お
り
、国
保
が
抱
え
る
構
造
的

問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽
度
な
体

の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る
こ
と（
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）が一番
の
医
療
費
節
約
で
す
。

●
食
べ
す
ぎ
を
控
え
、無
理
せ
ず
適
度
な
運

動
を
心
が
け
る
。

●
年
に一度
は
健
診
を
受
け
、早
期
発
見・早

期
治
療
で
病
気
の
重
症
化
を
防
止
。特
定

保
健
指
導
の
案
内
が
あ
れ
ば
、是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医・薬
局
を
決
め
、分
か
ら
な

い
こ
と
は
相
談
す
る
。

●
救
急
の
場
合
を
除
き
、平
日
の
時
間
内
に

受
診
す
る
。

●
ジェネ
リッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
す
る
。

●
お
薬
手
帳
を一冊
に
ま
と
め
る
。

˞

þ÷
歳
以
上
þü
歳
未
満
の
方
は
、非
課
税
世
帯

及
び
現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ・Ⅱ
に
該
当
す
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、認
定
証
が
交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
証
を
提
示
せ
ず
に
受
診
し
た
と
き
な
ど

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
は
、申
請
を
す

る
と
高
額
療
養
費
と
し
て
あ
と
か
ら
限
度
額
を

超
え
た
分
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、受
診
月
の
約
３
カ
月
後
に
役

場
か
ら
申
請
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。申
請

の
際
に
領
収
書
を
確
認
し
ま
す
の
で
、大
事
に

保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
国
保
の
加
入・脱
退
の
手
続
き
は
、事
業
所
等

の
報
告
に
よ
り
自
動
的
に
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、役
場
へ
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
加
入
の
場
合
は
、脱
退
の
手
続
き

は
必
要
な
し
。）

　
国
保
の
資
格
取
得・喪
失
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
他

の
保
険
等
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日・加
入
し
た

日
に
合
わ
せ
る（
届
出
日
で
は
な
い
）の
で
、手
続

き
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
に
は
１
カ
月
の
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
認
定
証
を
医
療
機

関
で
提
示
す
る
と
、個
人
の一医
療
機
関
で
の
支

払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ϚΠφϯόʔΧʔυ　݈߁อূݥ
ৄし͘は

マイナンバーカードが
健康保険証として利用できます。
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高
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被保険者が亡くなったときには、葬祭を行った方に葬祭費を支給していますので、福祉保険課へ申請をしてください。
※葬祭を行った日の翌日から２年を過ぎると時効により支給できませんので、ご注意ください。
˗ਃ੥ʹඞཁͳ΋の
・葬祭を行った方の氏名などを確認できる書類（領収書、会葬礼状、火葬許可証など）
・葬祭を行った方の預金通帳など口座情報と名義の確認ができるもの
※葬祭を行った方以外の申請・受領の場合には委任状が必要です。

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについ
て「事前予約」を行っています。
　お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

˗༧໿૬ஊر๬೔の̍ ϲ月લ͔らલ೔までड෇しています。
˗͓ਃしࠐΈのࡍは、ૅج೥ۚ൪߸のΘ͔Δ΋の（೥ۚखாや೥ۚূॻͳͲ）をご༻ҙͩ͘さい。

※自己負担額から限度額を差し引いた額が５０１円以上の場合に限り支給されます。
※対象と見込まれる方には、申請書をྩ࿨̑ ೥̎ ݄末頃発送予定です。
˞ྩ࿨̐ ೥̓ ݄̏ ೔̍࣌఺Ͱͷෛ୲۠෼͕ద༻͞Ε·͢ɻ

葬祭費

課税所得６９０万円以上の方現役Ⅲ

ෛ୲۠分 ର৅ऀ

現役Ⅱ
現役Ⅰ

一般

3
割

1
割

区分Ⅱ

区分Ⅰ

２１２万円
１４１万円
６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

課税所得３８０万円以上６９０万円未満の方
課税所得１４５万円以上３８０万円未満の方
自己負担割合が「１割」で、
区分Ⅰ、区分Ⅱのいずれにも該当しない方

同じ世帯の全員が住民税非課税で、
区分Ⅰに該当しない方

同じ世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員が
所得０円、または老齢福祉年金受給者の方
（年金の所得は、控除額を８０万円として計算）

౓ݶෛ୲ݾࣗ （ֹ೥ֹ）
（計算期間令和３年８月１日～令和４年７月３１日）

　世帯内の同一の医療保険の加入者の方について、１年間（毎年８月１日～翌年７月３１日）
に『医療保険』と『介護保険』の両方に自己負担があり、その合計が自己負担限度額（年額）
を超えた場合、申請によって限度額を超えた金額が支給されます。

高額医療・高額介護合算療養費

問 ෱ࢱอݥ՝��ὸ73ô0124ɹ߳઒ऀྸߴظޙݝҩྍ޿Ҭ࿈߹��ὸ087ô811ô1866

問 ળ௨ࣉ೥ۚࣄ຿ॴ��ὸ62ô1662ɹԻ੠ΨΠμϯεᶃˠᶄ

年金事務所での年金相談・お手続きの際は、ご予約を！年金事務所での年金相談・お手続きの際は、ご予約を！

　ご予約は、全国共通の予約専用受付電話「０５７０－０５－４８９０」または
お近くの年金事務所へお申し込みください。

　
今
年
度
の
医
療
費（
３
月
〜
８
月
診
療
分

を
年
額
換
算
）を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、全
体

の
額
も
一
人
当
り
の
額
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、入
院
と
調
剤
が
前
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、国
保
高
齢

化
率（
65
歳
以
上
の
割
合
）は
上
昇
し
続
け
て
い

ま
す
。２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）11
月
末
で
は

57
％
に
達
し
て
お
り
、国
保
が
抱
え
る
構
造
的

問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、軽
度
な
体

の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る
こ
と（
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）が一番
の
医
療
費
節
約
で
す
。

●
食
べ
す
ぎ
を
控
え
、無
理
せ
ず
適
度
な
運

動
を
心
が
け
る
。

●
年
に一度
は
健
診
を
受
け
、早
期
発
見・早

期
治
療
で
病
気
の
重
症
化
を
防
止
。特
定

保
健
指
導
の
案
内
が
あ
れ
ば
、是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医・薬
局
を
決
め
、分
か
ら
な

い
こ
と
は
相
談
す
る
。

●
救
急
の
場
合
を
除
き
、平
日
の
時
間
内
に

受
診
す
る
。

●
ジェネ
リッ
ク
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
す
る
。

●
お
薬
手
帳
を一冊
に
ま
と
め
る
。

˞

þ÷
歳
以
上
þü
歳
未
満
の
方
は
、非
課
税
世
帯

及
び
現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ・Ⅱ
に
該
当
す
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、認
定
証
が
交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
証
を
提
示
せ
ず
に
受
診
し
た
と
き
な
ど

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
は
、申
請
を
す

る
と
高
額
療
養
費
と
し
て
あ
と
か
ら
限
度
額
を

超
え
た
分
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、受
診
月
の
約
３
カ
月
後
に
役

場
か
ら
申
請
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。申
請

の
際
に
領
収
書
を
確
認
し
ま
す
の
で
、大
事
に

保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
国
保
の
加
入・脱
退
の
手
続
き
は
、事
業
所
等

の
報
告
に
よ
り
自
動
的
に
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、役
場
へ
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
加
入
の
場
合
は
、脱
退
の
手
続
き

は
必
要
な
し
。）

　
国
保
の
資
格
取
得・喪
失
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
他

の
保
険
等
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日・加
入
し
た

日
に
合
わ
せ
る（
届
出
日
で
は
な
い
）の
で
、手
続

き
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
に
は
１
カ
月
の
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
認
定
証
を
医
療
機

関
で
提
示
す
る
と
、個
人
の一医
療
機
関
で
の
支

払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ϚΠφϯόʔΧʔυ　݈߁อূݥ
ৄし͘は

マイナンバーカードが
健康保険証として利用できます。
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は
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出
が
必
要
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手
術
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ど
で

医
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が
高
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に
な
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そ
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な
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は

「
限
度
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適
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　1月8日、消防関係者の士気高揚を図ると
ともに、今年1年の無災害を願う、まんのう町
消防団出初式が開催されました。
　式典では、長年消防業務に勤続してきた団
員への各種表彰や、新入団員による宣誓等が
行われ、地域の安全・安心を守っていく決意を
新たにしました。

　
農
林
課・農
業

委
員
会
で
は
、地

域
に
お
け
る
農

業
の
将
来
を
考

え
た「
地
域
計

画
」の
策
定
に
向

け
て
、農
業
関
係

者
が
地
域
内
の

農
地
活
用
を
ど

の
よ
う
に
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
ま
す
。

※

今
後
、規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
で
農
地
を
集

積・集
約
化
し
た
い
方
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

本 部
本 部
本 部

第 3
第 5
第 5
第 9
第11
第12
第13
第15
第 1
第 3
第 4
第 5
第12
第14

第 1
第 1
第 3
第11
第12
第15
第15
第15

分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団

分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団

藤原　芳黄
塚田　準一
尾﨑　　篤
森浦　正浩
山下　孝幸
竹下　正一
武川　健二
三﨑　善之
角田　憲治
佐野　正美
佐野　茂樹
西村　英紀
篠原　英樹
北山　真彦
小野　賢一
佐野　錦一
黒田　　優
大鷹　重行
河野　正法
大野　和保
山下　雅人
田中　信安
横関　敏則
奈良　敏美
広瀬　　修

（ふじわら　よしお）
（つかだ　じゅんいち）
（おざき　あつし）
（もりうら　まさひろ）
（やました　たかゆき）
（たけした　まさかず）
（たけかわ　けんじ）
（みさき　よしゆき）
（つのだ　けんじ）
（さの　まさみ）
（さの　しげき）
（にしむら　ひでき）
（しのはら　ひでき）
（きたやま　まさひこ）
（おの　けんいち）
（さの　きんいち）
（くろだ　まさる）
（おおたか　しげゆき）
（こうの　まさのり）
（おおの　かずお）
（やました　まさひと）
（たなか　のぶやす）
（よこぜき　としのり）
（なら　としみ）
（ひろせ　おさむ）

部 長
班 長
班 長
班 長
団 員
副分団長
班 長
部 長
団 員
団 員
団 員
団 員
団 員
団 員
団 長
副 団 長
副 団 長
分 団 長
団 員
副分団長
班 長
部 長
部 長
班 長
団 員

ॴ　ଐ
まんの͏町ফ๷ஂྩ࿨�೥出ॳࣜදজ （ऀ敬称略）

町௕දজ　　　
（２０年勤続）

ஂ௕දজ　　　
（１０年勤続）

　　　ঢ়ँײ
（20年以上
勤務後退団）

໾　৬ 　ࢯ （໊;Γ͕ͳ）
まんのう町消防団出初式
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１
１
１
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１
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農
業
者
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

2月̕ ೔（໦）

̍̌ ೔（ۚ）

̍̏ ೔（月）

̍̐ ೔（Ր）

̍̑ ೔（ਫ）

஥ೆࢧॴ

௕୸஍۠ੑ׆Խηϯλʔ

໾場ຊிࣷ

໾場ຊிࣷ

ೆެຽؗۏ

஥ೆશҬ

୸ॴ౦、୸ॴ੢、௕ඌ、٢໺

ਆ໺、ਅ໺、ޒ、্؛ᑍ、࢛ᑍ、٢໺Լ

Ӌؒ、౦ࣰߴ、੢ࣰߴ、ެ จ

ೆશҬۏ

̍̑ ࣌
Ỗ

̍̓ ࣌

೔ࢪ࣮ 場ॴʗ۠Ҭؒ࣌
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狩猟免許試験のご案内
わな猟・第一種銃猟・第二種銃猟試験日程
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ひまわり・そばひまわり・そば
の作付補助金を交付します

●補助金額　20,000円／10ａ 令和5年4月3日（月）～28日（金）

●補助金額　30,000円／10ａ ただし、収量に応じて加算されます。（最大50,000円）

支給する種子を使用して、作付から納品まで行うこと。ただし、一部作業は条件付きで作業委託できます。（注意参照）
納入した種子は、一定の条件で買い取ります。
●令和5年度には約20haの作付補助を予定しています。受付は先着順です。（ただし、観光指定地域が優先されます。）

●補助金交付の条件等

そ　　ば

ひまわり

令 和 5  年 度

·Μͷ͏ொͰ͸ɺlͻ·ΘΓz΍lͦ͹zΛ࡞෇͠ऩ֭ͨ͠ͱ͖ʹิॿۚΛަ෇͍ͯ͠·͢ɻ·Μͷ͏ொͰ͸ɺlͻ·ΘΓz΍lͦ͹zΛ࡞෇͠ऩ֭ͨ͠ͱ͖ʹิॿۚΛަ෇͍ͯ͠·͢ɻ

問 ೶ྛ՝��ὸ73ô0105

問 ૯຿՝��ὸ73ô0100
申込書受付期間

令和5年2月1日（水）～17日（金）（期間厳守）

共通要件

申込書受付期間

申問 ߳઒ݝΈͲΓอશ՝��ὸ087ô832ô3212
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　1月8日、消防関係者の士気高揚を図ると
ともに、今年1年の無災害を願う、まんのう町
消防団出初式が開催されました。
　式典では、長年消防業務に勤続してきた団
員への各種表彰や、新入団員による宣誓等が
行われ、地域の安全・安心を守っていく決意を
新たにしました。

　
農
林
課・農
業

委
員
会
で
は
、地

域
に
お
け
る
農

業
の
将
来
を
考

え
た「
地
域
計

画
」の
策
定
に
向

け
て
、農
業
関
係

者
が
地
域
内
の

農
地
活
用
を
ど

の
よ
う
に
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
ま
す
。

※

今
後
、規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
で
農
地
を
集

積・集
約
化
し
た
い
方
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

本 部
本 部
本 部

第 3
第 5
第 5
第 9
第11
第12
第13
第15
第 1
第 3
第 4
第 5
第12
第14

第 1
第 1
第 3
第11
第12
第15
第15
第15

分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団

分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団
分団

藤原　芳黄
塚田　準一
尾﨑　　篤
森浦　正浩
山下　孝幸
竹下　正一
武川　健二
三﨑　善之
角田　憲治
佐野　正美
佐野　茂樹
西村　英紀
篠原　英樹
北山　真彦
小野　賢一
佐野　錦一
黒田　　優
大鷹　重行
河野　正法
大野　和保
山下　雅人
田中　信安
横関　敏則
奈良　敏美
広瀬　　修

（ふじわら　よしお）
（つかだ　じゅんいち）
（おざき　あつし）
（もりうら　まさひろ）
（やました　たかゆき）
（たけした　まさかず）
（たけかわ　けんじ）
（みさき　よしゆき）
（つのだ　けんじ）
（さの　まさみ）
（さの　しげき）
（にしむら　ひでき）
（しのはら　ひでき）
（きたやま　まさひこ）
（おの　けんいち）
（さの　きんいち）
（くろだ　まさる）
（おおたか　しげゆき）
（こうの　まさのり）
（おおの　かずお）
（やました　まさひと）
（たなか　のぶやす）
（よこぜき　としのり）
（なら　としみ）
（ひろせ　おさむ）

部 長
班 長
班 長
班 長
団 員
副分団長
班 長
部 長
団 員
団 員
団 員
団 員
団 員
団 員
団 長
副 団 長
副 団 長
分 団 長
団 員
副分団長
班 長
部 長
部 長
班 長
団 員
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まんの͏町ফ๷ஂྩ࿨�೥出ॳࣜදজ （ऀ敬称略）

町௕දজ　　　
（２０年勤続）

ஂ௕දজ　　　
（１０年勤続）

　　　ঢ়ँײ
（20年以上
勤務後退団）
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まんのう町消防団出初式
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狩猟免許試験のご案内
わな猟・第一種銃猟・第二種銃猟試験日程
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ひまわり・そばひまわり・そば
の作付補助金を交付します

●補助金額　20,000円／10ａ 令和5年4月3日（月）～28日（金）

●補助金額　30,000円／10ａ ただし、収量に応じて加算されます。（最大50,000円）

支給する種子を使用して、作付から納品まで行うこと。ただし、一部作業は条件付きで作業委託できます。（注意参照）
納入した種子は、一定の条件で買い取ります。
●令和5年度には約20haの作付補助を予定しています。受付は先着順です。（ただし、観光指定地域が優先されます。）

●補助金交付の条件等

そ　　ば

ひまわり

令 和 5  年 度
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申込書受付期間

令和5年2月1日（水）～17日（金）（期間厳守）

共通要件

申込書受付期間
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「今日の出逢いが明日のしあわせに」

出逢いサポートクラブから冬の飯野山登山のご案内出逢いサポートクラブから冬の飯野山登山のご案内
2月19日（日）10：00出発（9：00受付開始）日 時

事前申込は不要。当日、集合場所へお越しください。申 込

飯野山野外活動センター駐車場（൧野ࢁ੢ଆからొࢁ）

大
束
川

N

坂出JCT

飯野山飯野山

駐車場

登山口
バス停
登山口
バス停

登山口
駐車場

伊勢神社

ミニ
ストップ
ミニ
ストップ
ミニ
ストップ マルナカマルナカマルナカ

●

● ●

集合場所

野外活動センター野外活動センター

集 合 場 所

不要参 加 費

登山往復所要時間：2時間（ゆっくりした歩調で）
服装：動きやすい靴や服
持ち物：飲み物、マスク
その他：雨天の場合は、2月26日（日）に順延します。

食 改 の
食育だより
1日に350gの
野菜を食べよう！

料理の
ポイント

ま
ん
の
う

天
文
台
だ
よ
り

ま
ん
の
う

天
文
台
だ
よ
り

地域おこし協力隊コラム

作り方

材料
ʢ4ਓ෼ʣ

・具材を増やすと美味しい鍋としても食べられます。
・白菜の代わりにキャベツを使っても美味しく仕上
がります。
・茹でたそうめんを入れるとボリュームたっぷりな
にゅう麺になります。

wΤωϧギー274LcaM wたんͺく質��.5H wࢷ質��.7H w食෺ણҡ3.3H w食Ԙ2.�H

ੜᇙͰΆ͔Ά ʂ͔͍פౙʹ͸εʔϓ͕Ұ൪ʂʂ

の方々
が たくさ
んのことを教
えてくれ、また
数々の助言をくださっ
たことで、今まで活動する
ことができました。
　本当に感謝しかありません。残りわずか
となりましたが、まんのう町での地域おこ
し協力隊として頑張って参りますので、引
き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　早いもので
地域おこし協
力隊として着
任し、任期の３
年が経とうとし
ています。
　まんのう町
の食を発信し
地域おこしをし

ていこう、という任務のもと、島ヶ峰そばやひまわりオイル
の啓発を進めてきました。また、琴南地域活性化センター
(旧琴南中学校)を利活用して行っている高齢者向けのお弁
当配達事業にも参加させていただいたことで、琴南地域を
より深く知ることができました。どの場面においても、地域

「おおいぬ座のトールの兜星雲（NGC2359）」

まんの͏ఱจ୆でࡱӨした、͓ ͓い͵࠲のτʔϧのד੕Ӣ（/($23��）

　ೆのۭʹはશఱҰ໌Δいʮ͓͓い͵࠲ʯのγϦ΢ε͕
ًいています。さらʹ、ೆ の஍ฏઢすれすれ ʮʹΓΎ͏ ͜
られΔ͔΋しれません。தݟʯの1౳੕Χϊʔϓε͕࠲ͭ
͜、ではࠃ の੕をݟΔͱण໋͕ԆͼΔͱい͏ݴい఻え͕
͋Δͦ͏です。͓ ͓い͵࠲ʹ͋Δޫࢄ੕Ӣʮ/($23��ʯ
は、ͦ の͕࢟、๺Ԥਆ࿩ʹొ場すΔʮτʔϧਆʯ͕ ͔Ϳͬ
ていΔ֯のੜえたόΠΩϯάࣅʹדていΔ͜ͱ͔ら、

ʮτʔϧのד	͔Ϳͱ
ʯͱ΋ݺ͹れています。

問 。ೆެຽؗ�ὸ85ô2221ɹੜֶ֔श՝�ὸ89ô702012月1日から3月31日まで、まんのう天文台は休館していますۏ

❶

❷ ❸ ❹

22 月

ਔՊ　༝ܙ

2021.2月 ۙྡࢢ町の஍Ҭ͓ し͜ୂྗڠを
ର৅ʹ։࠵したͦ͹ଧͪಓ場

鶏だし生姜スープ鶏だし生姜スープ

白菜····················1/4株
しめじ················1パック
長ねぎ····················1本

鶏ひき肉············300g

絹ごし豆腐··········1丁
おろし生姜·····大さじ2
ごま油··········大さじ2

ねぎみじん切り···1/2本分
水················大さじ3
酒················大さじ1
片栗粉············大さじ1
しょうが汁······小さじ1/2
塩················小さじ1/2

A
水················5カップ
鶏がらスープの素···大さじ1.5

B

8 等分する4㎝幅に切る

小房に分ける 斜め切りにする

水

鶏がら
スープの素

B

# をひとཱࣽちさせᶃを加え
ͼཱࣽったらऑՐにして࠶
ΞΫをऔり֖をして̏分ࣽる

ᶄを加えて
2～3 分ࣽる
におΖし生ᇙと্͛࢓
͝ま༉を加える

おろし生姜
②

ごま油

ねぎ
（みじん切り）

水 酒 片栗粉 生姜汁 塩
A

よくࠞͥて �2 ౳分し
ؙめてஂࢠをつくる

鶏ひき肉

2022.�月 ۏೆੑ׆Խηϯλʔでの
͓ห౰഑ୡۀࣄで
。෦ձ௕のେୋさんͱऀྸߴ

2022.�月 ۏೆੑ׆Խηϯλʔでの
͓ห౰഑ୡۀࣄで
。෦ձ௕のେୋさんͱऀྸߴ

2022.�月
ౡϲๆでの
੺ͦ͹のछま͖

2022.�月
ౡϲๆでの
੺ͦ͹のछま͖

ɹҰൠஂࡒ๏ਓ࣏ࣗ૯߹ηϯλʔͰ͸ɺๅ͘͡ ͷࣾձ
ͱ͠ۀࣄใ޿ݙߩ ͯɺๅ͘͡ ͷडୗۀࣄऩೖΛݯࡒʹɺ
ίϛϡχςΟ׆ಈ΍஍Ҭ๷׆ࡂಈʹඞཁͳඋ඼ͷߪೖ
౳ʹର͠ॿ੒Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ͜ ͷ౓ɺྩ ࿨̐ ೥౓ๅ͘
͡ॿ੒ۀࣄΛ׆༻͠ɺԼهͷ΋ͷΛ੔උ͠·͠ ͨɻ

問 ެӹࣾஂ๏ਓ߳઒ݝড়Խ૧ڠձ��ὸ̌ ̔̓ ô̔ ̔̍ ô̒ ̒̌ ̌
߳઒ݝதࢌอ݈෱ࣄࢱ຿ॴ؅ڥ؀ཧࣨ��ὸ̎ ô̐9966問 ՝��ὸ73ô0106ࡦը੓ا

問 ·Μͷ͏ொग़ѭ͍αϙʔτΫϥϒ��ὸ090ô7784ô6246ʢେ੢ʣ

●一般コミュニティ助成事業
［公文上自治会］
お祭り備品（獅子頭、太鼓、太鼓受け台、子ども用衣装等）

　浄化槽法では、浄化槽管理者は毎年１回、知事が指
定した指定検査機関である公益社団法人香川県浄化
槽協会による「水質に関する検査」を受けなければなら
ないことになっています。
　同協会から法定検査（水質検査）の受検案内を郵送
しています。良好な水環境の保全のため、法定検査の
未受検の無いよう、趣旨をご理解いただき、申込書を
返送して検査を受けてください。

カセットボンベ・スプレー缶は必ず穴を開けて処分を！
⁞ΧηοτϘϯϕɾεϓϨʔ؈をৼͬてத਎͕ͬ࢒ていͳい͔֬ೝ。
 ඞͣՐのؾのͳい෩௨しのྑい԰外で、γϡʔ ͱͬい͏Ի͕ͳ͘ͳΔまでε

ϓϨʔϘλϯをԡしてத਎を出し੾Δ。ൢࢢされていΔઐ༻ث۩ͳͲをͬ࢖
て݀を։けΔ。

˞԰಺でத਎を出すͱ、ۙ ͘のՐؾや੩ిؾでҾՐすΔ͜ ͱ͕͋Γますので、͓ やΊͩ͘ さい。
⁠೩やせͳいΰϛのऩू೔ʹ出してͩ͘さい。

処分方法

穴あけは、
中身を使い切った後に
風通しの良い場所で！

Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊΤΞκʔϧڠձのϗʔϜϖʔδ
ʹৄし͘掲載されています。    

ΧηοτϘϯϕのॲཧʹͭいての࣭໰は、Ұൠࣾஂ
๏ਓ೔ຊΨεੴ༉ۀ޻ثػձʮΧηοτϘϯϕ͓٬༷
ηϯλʔʯまで、͓ ໰い合Θせͩ͘さい。

スプレー缶の中身の出し方

http://www.aiaj.or.jp/ϗʔϜϖʔδ

ΧηοτϘϯϕ͓٬༷ηϯλʔ

問 ॅຽੜ׆՝��ὸ73ô0123

検査料は、10人槽までが４，６００円です。

　燃やせないゴミ収集作業中に、中身が残っているカセットボンベやスプレー缶
をそのまま出し、ごみ収集車内での爆発・火災事故が県内でも発生しています。
　スプレー缶等にガスが残っていると収集車両や処理施設での火災だけでなく
収集作業員の人身事故にもつながります。スプレー缶等を出すときには上記内容
を確認して、正しい分別にご協力をお願いします。

ごみ収集車の車両火災が発生しています
☎0120-14-9996

浄化槽法定検査の
お知らせ
浄化槽法定検査の
お知らせ

カセットボンベを使い切れない場合
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「今日の出逢いが明日のしあわせに」

出逢いサポートクラブから冬の飯野山登山のご案内出逢いサポートクラブから冬の飯野山登山のご案内
2月19日（日）10：00出発（9：00受付開始）日 時

事前申込は不要。当日、集合場所へお越しください。申 込

飯野山野外活動センター駐車場（൧野ࢁ੢ଆからొࢁ）

大
束
川

N

坂出JCT

飯野山飯野山

駐車場

登山口
バス停
登山口
バス停

登山口
駐車場

伊勢神社

ミニ
ストップ
ミニ
ストップ
ミニ
ストップ マルナカマルナカマルナカ

●

● ●

集合場所

野外活動センター野外活動センター

集 合 場 所

不要参 加 費

登山往復所要時間：2時間（ゆっくりした歩調で）
服装：動きやすい靴や服
持ち物：飲み物、マスク
その他：雨天の場合は、2月26日（日）に順延します。

食 改 の
食育だより
1日に350gの
野菜を食べよう！

料理の
ポイント

ま
ん
の
う

天
文
台
だ
よ
り

ま
ん
の
う

天
文
台
だ
よ
り

地域おこし協力隊コラム

作り方

材料
ʢ4ਓ෼ʣ

・具材を増やすと美味しい鍋としても食べられます。
・白菜の代わりにキャベツを使っても美味しく仕上
がります。
・茹でたそうめんを入れるとボリュームたっぷりな
にゅう麺になります。

wΤωϧギー274LcaM wたんͺく質��.5H wࢷ質��.7H w食෺ણҡ3.3H w食Ԙ2.�H

ੜᇙͰΆ͔Ά ʂ͔͍פౙʹ͸εʔϓ͕Ұ൪ʂʂ

の方々
が たくさ
んのことを教
えてくれ、また
数々の助言をくださっ
たことで、今まで活動する
ことができました。
　本当に感謝しかありません。残りわずか
となりましたが、まんのう町での地域おこ
し協力隊として頑張って参りますので、引
き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　早いもので
地域おこし協
力隊として着
任し、任期の３
年が経とうとし
ています。
　まんのう町
の食を発信し
地域おこしをし

ていこう、という任務のもと、島ヶ峰そばやひまわりオイル
の啓発を進めてきました。また、琴南地域活性化センター
(旧琴南中学校)を利活用して行っている高齢者向けのお弁
当配達事業にも参加させていただいたことで、琴南地域を
より深く知ることができました。どの場面においても、地域

「おおいぬ座のトールの兜星雲（NGC2359）」

まんの͏ఱจ୆でࡱӨした、͓ ͓い͵࠲のτʔϧのד੕Ӣ（/($23��）

　ೆのۭʹはશఱҰ໌Δいʮ͓͓い͵࠲ʯのγϦ΢ε͕
ًいています。さらʹ、ೆ の஍ฏઢすれすれ ʮʹΓΎ͏ ͜
られΔ͔΋しれません。தݟʯの1౳੕Χϊʔϓε͕࠲ͭ
͜、ではࠃ の੕をݟΔͱण໋͕ԆͼΔͱい͏ݴい఻え͕
͋Δͦ͏です。͓ ͓い͵࠲ʹ͋Δޫࢄ੕Ӣʮ/($23��ʯ
は、ͦ の͕࢟、๺Ԥਆ࿩ʹొ場すΔʮτʔϧਆʯ͕ ͔Ϳͬ
ていΔ֯のੜえたόΠΩϯάࣅʹדていΔ͜ͱ͔ら、

ʮτʔϧのד	͔Ϳͱ
ʯͱ΋ݺ͹れています。

問 。ೆެຽؗ�ὸ85ô2221ɹੜֶ֔श՝�ὸ89ô702012月1日から3月31日まで、まんのう天文台は休館していますۏ

❶

❷ ❸ ❹

22 月

ਔՊ　༝ܙ

2021.2月 ۙྡࢢ町の஍Ҭ͓ し͜ୂྗڠを
ର৅ʹ։࠵したͦ͹ଧͪಓ場

鶏だし生姜スープ鶏だし生姜スープ

白菜····················1/4株
しめじ················1パック
長ねぎ····················1本

鶏ひき肉············300g

絹ごし豆腐··········1丁
おろし生姜·····大さじ2
ごま油··········大さじ2

ねぎみじん切り···1/2本分
水················大さじ3
酒················大さじ1
片栗粉············大さじ1
しょうが汁······小さじ1/2
塩················小さじ1/2

A
水················5カップ
鶏がらスープの素···大さじ1.5

B

8 等分する4㎝幅に切る

小房に分ける 斜め切りにする

水

鶏がら
スープの素

B

# をひとཱࣽちさせᶃを加え
ͼཱࣽったらऑՐにして࠶
ΞΫをऔり֖をして̏分ࣽる

ᶄを加えて
2～3 分ࣽる
におΖし生ᇙと্͛࢓
͝ま༉を加える

おろし生姜
②

ごま油

ねぎ
（みじん切り）

水 酒 片栗粉 生姜汁 塩
A

よくࠞͥて �2 ౳分し
ؙめてஂࢠをつくる

鶏ひき肉

2022.�月 ۏೆੑ׆Խηϯλʔでの
͓ห౰഑ୡۀࣄで
。෦ձ௕のେୋさんͱऀྸߴ

2022.�月 ۏೆੑ׆Խηϯλʔでの
͓ห౰഑ୡۀࣄで
。෦ձ௕のେୋさんͱऀྸߴ

2022.�月
ౡϲๆでの
੺ͦ͹のछま͖

2022.�月
ౡϲๆでの
੺ͦ͹のछま͖

ɹҰൠஂࡒ๏ਓ࣏ࣗ૯߹ηϯλʔͰ͸ɺๅ͘͡ ͷࣾձ
ͱ͠ۀࣄใ޿ݙߩ ͯɺๅ͘͡ ͷडୗۀࣄऩೖΛݯࡒʹɺ
ίϛϡχςΟ׆ಈ΍஍Ҭ๷׆ࡂಈʹඞཁͳඋ඼ͷߪೖ
౳ʹର͠ॿ੒Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ͜ ͷ౓ɺྩ ࿨̐ ೥౓ๅ͘
͡ॿ੒ۀࣄΛ׆༻͠ɺԼهͷ΋ͷΛ੔උ͠·͠ ͨɻ

問 ެӹࣾஂ๏ਓ߳઒ݝড়Խ૧ڠձ��ὸ̌ ̔̓ ô̔ ̔̍ ô̒ ̒̌ ̌
߳઒ݝதࢌอ݈෱ࣄࢱ຿ॴ؅ڥ؀ཧࣨ��ὸ̎ ô̐9966問 ՝��ὸ73ô0106ࡦը੓ا

問 ·Μͷ͏ொग़ѭ͍αϙʔτΫϥϒ��ὸ090ô7784ô6246ʢେ੢ʣ

●一般コミュニティ助成事業
［公文上自治会］
お祭り備品（獅子頭、太鼓、太鼓受け台、子ども用衣装等）

　浄化槽法では、浄化槽管理者は毎年１回、知事が指
定した指定検査機関である公益社団法人香川県浄化
槽協会による「水質に関する検査」を受けなければなら
ないことになっています。
　同協会から法定検査（水質検査）の受検案内を郵送
しています。良好な水環境の保全のため、法定検査の
未受検の無いよう、趣旨をご理解いただき、申込書を
返送して検査を受けてください。

カセットボンベ・スプレー缶は必ず穴を開けて処分を！
⁞ΧηοτϘϯϕɾεϓϨʔ؈をৼͬてத਎͕ͬ࢒ていͳい͔֬ೝ。
 ඞͣՐのؾのͳい෩௨しのྑい԰外で、γϡʔ ͱͬい͏Ի͕ͳ͘ͳΔまでε

ϓϨʔϘλϯをԡしてத਎を出し੾Δ。ൢࢢされていΔઐ༻ث۩ͳͲをͬ࢖
て݀を։けΔ。

˞԰಺でத਎を出すͱ、ۙ ͘のՐؾや੩ిؾでҾՐすΔ͜ ͱ͕͋Γますので、͓ やΊͩ͘ さい。
⁠೩やせͳいΰϛのऩू೔ʹ出してͩ͘さい。

処分方法

穴あけは、
中身を使い切った後に
風通しの良い場所で！

Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊΤΞκʔϧڠձのϗʔϜϖʔδ
ʹৄし͘掲載されています。    

ΧηοτϘϯϕのॲཧʹͭいての࣭໰は、Ұൠࣾஂ
๏ਓ೔ຊΨεੴ༉ۀ޻ثػձʮΧηοτϘϯϕ͓٬༷
ηϯλʔʯまで、͓ ໰い合Θせͩ͘さい。

スプレー缶の中身の出し方

http://www.aiaj.or.jp/ϗʔϜϖʔδ

ΧηοτϘϯϕ͓٬༷ηϯλʔ

問 ॅຽੜ׆՝��ὸ73ô0123

検査料は、10人槽までが４，６００円です。

　燃やせないゴミ収集作業中に、中身が残っているカセットボンベやスプレー缶
をそのまま出し、ごみ収集車内での爆発・火災事故が県内でも発生しています。
　スプレー缶等にガスが残っていると収集車両や処理施設での火災だけでなく
収集作業員の人身事故にもつながります。スプレー缶等を出すときには上記内容
を確認して、正しい分別にご協力をお願いします。

ごみ収集車の車両火災が発生しています
☎0120-14-9996

浄化槽法定検査の
お知らせ
浄化槽法定検査の
お知らせ

カセットボンベを使い切れない場合
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ま
ん
テ
ン
ち
ゃ
ん
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

ふ
る
さ
と
探
訪
203

柱？　9 柱？　鬼と戦う強い人たちが祀られてるの？ 

え～ ( ◎ _ ◎ ;)　なんで？　あの耳は羽だった？
まんテンの背中にも羽あるけど…まんテンも一羽って数えられてるの？

ここ 2~3 年自粛してたせいか、今年は、神社にお参りに行った人多かったそや。
満濃池の神野神社の祭神はな、最初は嵯峨天皇など 4 柱やったんやけど、
幕末に満濃池のために頑張ってくれた長谷川佐太郎さんとか松崎渋右衛門さんら
5 柱も加えて 9 柱が祀られとるから、パワーあるで !!

違う‼　昔からある神様の数え方の単位や。一柱（ひとはしら）二柱（ふたはしら）
…って数えるんやけど、外国の神様は唯一神のことが多いから、日本独自かな。
ちなみに、仏様やお地蔵様は、一尊、二尊。
そうそう、今年の干支のウサギの数え方は一匹二匹やなくて一羽二羽な。

昔の僧侶は、肉は鳥肉だけっちゅう決まりがあってな、
ウサギも鳥と考えたら食べてえんちゃう？ってことで、鳥類に分類したとか…
要は、生殺与奪の解釈するんは、いつだって人間ってことや。

υラϙくん

υラϙくん

υラϙくん

まんテンちゃんは、満濃池の主からドラゴンポシェット（ドラポ）をもらいました。
まんテンちゃんは、満濃池のことがいろいろ知りたいので、今日もドラポ君とお話を
しています。

まんテンちゃんの質問コーナー

まんテンちゃん

まんテンちゃん

※ このコラムは、毎年満濃池を社会見学で訪れる小学生達の質問により構成されています。

牛
に
つ
い
て

　

先
日
、
落
合
橋
（
平
成
四
年
一
月
完
成
）

の
借
耕
牛
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
て
い
て
、

子
ど
も
の
頃
に
我
が
家
で
も
和
牛
を
飼
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
た
。
阿
讃
山
脈
沿
い
の

美
合
地
区
以
外
で
も
、
田
畑
が
五
十
ア
ー
ル

程
度
の
農
家
で
あ
れ
ば
和
牛
を
一
頭
飼
育
し

て
い
た
。
農
家
に
よ
っ
て
は
借
耕
牛
と
し
て

貸
し
出
し
て
い
た
。
落
合
橋
は
土
器
川
に
東

西
の
方
向
に
架
か
っ
て
お
り
、
牛
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
東
か
ら
見
て
右
の
欄
干
に
は
し
っ

か
り
前
を
向
い
た
元
気
な
牛
が
、
左
の
欄
干

に
は
や
せ
細
っ
た
牛
が
米
俵
を
背
に
う
つ
む

い
て
歩
く
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

　

借
耕
牛
は
、
隣
の
徳
島
県
（
阿
波
の
国
）

か
ら
香
川
県
（
讃
岐
の
国
）
に
労
働
力
と
し

て
借
り
出
さ
れ
た
牛
の
こ
と
で
あ
る
が
、
香

川
も
阿
讃
山
脈
沿
い
の
村
々
か
ら
は
借
り

（
貸
し
）
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
借
耕
牛
は

い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
一
説
に
は
江

戸
の
初
期
に
既
に
農
耕
用
の
借
耕
牛
と
し
て

阿
波
の
国
か
ら
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

高
松
藩
五
代
藩
主
松
平
頼
恭
公
は
、
藩
の

財
政
立
て
直
し
の
為
、
讃
岐
の
気
候
風
土

に
適
し
た
事
業
と
し
て
讃
岐
三
白
（
砂

糖
、
塩
、
綿
）
の
生
産
を
進
め
る
。
砂
糖

の
生
産
は
平
賀
源
内
が
命
じ
ら
れ
、
早
速

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
や
製
造
の
試
作
に
着

手
す
る
。
一
七
九
〇
年
に
至
っ
て
事
業
を

引
き
継
い
だ
向
山
周
慶
に
よ
っ
て
製
法
を

確
立
し
、
全
国
に
讃
岐
の
白
砂
糖
と
し
て

名
を
轟
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
白

砂
糖
を
大
量
生
産
す
る
た
め
に
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
を
絞
る
た
め
の
動
力
源
と
し
て
牛
が

必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）

頃
に
は
、
白
砂
糖
の
生
産
だ
け
で
な
く
田

畑
の
耕
作
用
と
し
て
も
阿
波
か
ら
多
く
の

牛
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
田

の
少
な
い
阿
波
の
山
間
部
、
遠
く
は
一
宇

村
か
ら
吉
野
川
を
渡
り
讃
岐
山
脈
を
越
え

て
は
る
ば
る
と
讃
岐
の
地
へ
と
や
っ
て
来

た
。
東
は
境
目
峠
か
ら
西
は
曼
陀
峠
ま

で
、
多
く
の
峠
道
を
超
え
て
讃
岐
の
地
へ

と
歩
い
て
や
っ
て
き
た
。
中
で
も
美
合
地

区
は
借
耕
牛
が
集
積
す
る
一
大
拠
点
で
、

三
頭
・
立
石
・
二
双
・
真
鈴
や
滝
の
奥
の

各
峠
を
超
え
た
牛
た
ち
が
、
明
神
（
美
合

口
）
に
集
っ
て
い
た
。
美
合
口
に
集
ま
る

牛
の
数
は
県
下
の
三
割
を
超
え
る
と
、
四

国
農
事
試
験
場
の
調
査
報
告
書
に
は
あ
る
。

　

昭
和
二
十
六
年
農
業
機
械
化
促
進
法
が

制
定
さ
れ
て
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
次
第

に
機
械
化
が
進
み
、
昭
和
五
十
年
頃
に
は

ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
農
耕
用
の
牛
は
飼
わ

れ
な
く
な
っ
た
。
高
松
藩
は
天
保
二
年
に

「
牛
を
大
切
に
せ
よ
」
と
の
触
れ
を
出
す
な

ど
、
牛
を
大
切
に
し
て
い
た
。
牛
の
飼
い
主

は
自
分
の
朝
ご
は
ん
の
前
に
、
先
ず
牛
に
餌

を
食
べ
さ
せ
足
の
爪
を
抓
み
、
正
月
に
は

家
長
よ
り
も
先
に
牛
に
餌
を
与
え
て
い
た
。

牛
を
貸
し
出
す
と
き
は
十
分
に
餌
を
与
え
、

長
旅
で
足
を
痛
め
な
い
よ
う
に
稲
藁
で

作
っ
た
ク
ツ
を
履
か
せ
、
予
備
も
持
た

せ
て
旅
立
た
せ
た
。
牛
は
家
族
同
然
の

大
切
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
川
東　

宮
本
光
芳
）

借耕牛（往き）

借耕牛（帰り）

　

人
権
コ
ラ
ム

No.

12
意
識
調
査
結
果
の
報
告

問
25

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
差
別
を
見
聞

き
し
ま
し
た
か
。

調
査
結
果

　

上
位
は
、「
交
際
や
結
婚
へ
の
反
対
」

44
％
、「
差
別
的
な
言
動
」42
％
、「
就
職
・

職
場
・
学
校
で
の
差
別
、
不
利
な
扱
い
」

18
％
の
順
で
し
た
。　

　
性
別
で
は
、「
交
際
や
結
婚
へ
の
反
対
」

は
男
性
47
％
が
、
女
性
41
％
よ
り
６
ポ
イ

ン
ト
、「
就
職
・
職
場
・
学
校
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い
」は
男
性
23
％
が
女
性
15
％

よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
高
い
結
果

で
し
た
。
一
方
、「
差
別
的
な
言
動
」で
は
、

女
性
46
％
は
、
男
性
33
％
よ
り
13
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
結
果
で
し
た
。

　
年
代
別
の
10
・
20
歳
代
は
、「
交
際
や
結

婚
に
対
す
る
周
囲
の
反
対
」が
60
％
を
超
え

て
最
も
高
い
の
で
す
が
、
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
低
下
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

分
析

　
40
歳
代
は
、
す
べ
て
の
項
目
で
高
い
回
答
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
仕
事
上
で

も
中
心
的
な
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
啓
発

活
動
に
多
く
ふ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
若
い
世
代
は
、「
就
職
・
職
場
・
学
校
で

の
差
別
、
不
利
な
扱
い
」、「
交
際
や
結
婚
へ

の
反
対
」
が
圧
倒
的
に
高
い
結
果
で
し
た
。

学
校
で
の
学
び
や
結
婚
が
身
近
な
年
代
な
の

で
関
心
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
26

　
そ
の
時
、あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

調
査
結
果

　
上
位
は
、「
差
別
で
あ
る
と
気
づ
い
た

が
、
誤
り
を
指
摘
で
き
な
か
っ
た
」54
％
、

「
差
別
で
あ
る
と
指
摘
し
た
」20
％
、「
そ

の
時
は
差
別
と
気
付
か
な
か
っ
た
」17
％

の
順
で
し
た
。

　
年
代
別
の
40
歳
代
は
、「
差
別
で
あ
る

と
指
摘
し
た
」47
％
が
全
体
よ
り
も
２
倍

以
上
で
よ
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

分
析

　
10
歳
代
は
、「
気
付
か
な
か
っ
た
」
割
合
が

高
く
、
現
実
の
部
落
差
別
を
見
抜
く
力
が
ま

だ
他
の
年
代
ほ
ど
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
正
し
い
理
解
と
認
識
が
不
十
分
な
場
合
、

具
体
的
場
面
で
は
、「
人
間
関
係
な
ど
を
配
慮

し
て
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
」、「
同
和
問
題

に
か
か
わ
り
た
く
な
い
」、「
面
倒
な
こ
と
を

避
け
た
い
」、「
関
係
者
と
み
ら
れ
た
く
な
い
」

と
な
り
ま
す
。
学
校
教
育
と
社
会
啓
発
と
の

接
続
や
関
連
性
の
あ
る
取
組
が
大
切
で
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

「
同
和
問
題
」

︵
先
月
号﹁
問
₂₄ 

あ
な
た
は
、最
近
、同
和
地

区
に
対
す
る
差
別
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
︒﹂に
続
く
︒︶

　
私
の
家
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が

あ
り
ま
す
。
私
は
通
学
時
に
自
転
車
で
横

断
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
信
号
が
無

い
た
め
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
車
の
交
通

量
が
多
く
、
な
か
な
か
横
断
で
き
な
い
と

き
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
通
学
時
間
帯
は
、

運
転
手
さ
ん
に
と
っ
て
も
仕
事
に
向
か
う

あ
わ
た
だ
し
い
時
間
な
の
に
、
優
し
い
顔

で
止
ま
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
も
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
四
つ
葉
マ
ー
ク
を
つ
け
た
運

転
手
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
四
つ
葉
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車
は
よ
く
見

か
け
ま
す
。
も
み
じ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
二
つ
と
も
高
齢
運

転
者
標
識
と
い
い
、
七
十
歳
以
上
の
運
転

者
が
車
に
貼
り
つ
け
る
こ
と
を
努
力
義
務

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
る

こ
と
で
他
の
運
転
手
に
、
高
齢
者
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
運
転
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

年
齢
の
壁
を
越
え
て
の
気
遣
い

満
濃
中
学
校  

二
年

小こ

出い
で

　
沙さ

弥や

人 権 作 文 コ ー ナ ー

　
母
と
一
緒
に
車
で
出
か
け
た
と
き
、
前

の
車
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
走
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
前
を
見
る
と
、
高
齢
者
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
る
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
母

は
い
つ
も
以
上
に
気
を
配
っ
て
運
転
し
て

い
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
優
し
く
気
遣
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
ま
す
。
日
々
の
何
気
な
い

生
活
の
中
で
、
私
は
ど
れ
だ
け
の
気
配
り

が
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
気

配
り
が
当
た
り
前
に
で
き
れ
ば
、
私
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
所
で
一
つ
一
つ
気

を
配
り
な
が
ら
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
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人
権
コ
ラ
ム

No.

12
意
識
調
査
結
果
の
報
告

問
25

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
差
別
を
見
聞

き
し
ま
し
た
か
。

調
査
結
果

　

上
位
は
、「
交
際
や
結
婚
へ
の
反
対
」

44
％
、「
差
別
的
な
言
動
」42
％
、「
就
職
・

職
場
・
学
校
で
の
差
別
、
不
利
な
扱
い
」

18
％
の
順
で
し
た
。　

　
性
別
で
は
、「
交
際
や
結
婚
へ
の
反
対
」

は
男
性
47
％
が
、
女
性
41
％
よ
り
６
ポ
イ

ン
ト
、「
就
職
・
職
場
・
学
校
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い
」は
男
性
23
％
が
女
性
15
％

よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
高
い
結
果

で
し
た
。
一
方
、「
差
別
的
な
言
動
」で
は
、

女
性
46
％
は
、
男
性
33
％
よ
り
13
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
結
果
で
し
た
。

　
年
代
別
の
10
・
20
歳
代
は
、「
交
際
や
結

婚
に
対
す
る
周
囲
の
反
対
」が
60
％
を
超
え

て
最
も
高
い
の
で
す
が
、
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
低
下
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

分
析

　
40
歳
代
は
、
す
べ
て
の
項
目
で
高
い
回
答
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
仕
事
上
で

も
中
心
的
な
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
啓
発

活
動
に
多
く
ふ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
若
い
世
代
は
、「
就
職
・
職
場
・
学
校
で

の
差
別
、
不
利
な
扱
い
」、「
交
際
や
結
婚
へ

の
反
対
」
が
圧
倒
的
に
高
い
結
果
で
し
た
。

学
校
で
の
学
び
や
結
婚
が
身
近
な
年
代
な
の

で
関
心
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
26

　
そ
の
時
、あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

調
査
結
果

　
上
位
は
、「
差
別
で
あ
る
と
気
づ
い
た

が
、
誤
り
を
指
摘
で
き
な
か
っ
た
」54
％
、

「
差
別
で
あ
る
と
指
摘
し
た
」20
％
、「
そ

の
時
は
差
別
と
気
付
か
な
か
っ
た
」17
％

の
順
で
し
た
。

　
年
代
別
の
40
歳
代
は
、「
差
別
で
あ
る

と
指
摘
し
た
」47
％
が
全
体
よ
り
も
２
倍

以
上
で
よ
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

分
析

　
10
歳
代
は
、「
気
付
か
な
か
っ
た
」
割
合
が

高
く
、
現
実
の
部
落
差
別
を
見
抜
く
力
が
ま

だ
他
の
年
代
ほ
ど
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
正
し
い
理
解
と
認
識
が
不
十
分
な
場
合
、

具
体
的
場
面
で
は
、「
人
間
関
係
な
ど
を
配
慮

し
て
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
」、「
同
和
問
題

に
か
か
わ
り
た
く
な
い
」、「
面
倒
な
こ
と
を

避
け
た
い
」、「
関
係
者
と
み
ら
れ
た
く
な
い
」

と
な
り
ま
す
。
学
校
教
育
と
社
会
啓
発
と
の

接
続
や
関
連
性
の
あ
る
取
組
が
大
切
で
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

「
同
和
問
題
」

︵
先
月
号﹁
問
₂₄ 

あ
な
た
は
、最
近
、同
和
地

区
に
対
す
る
差
別
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
︒﹂に
続
く
︒︶

　
私
の
家
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が

あ
り
ま
す
。
私
は
通
学
時
に
自
転
車
で
横

断
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
信
号
が
無

い
た
め
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
車
の
交
通

量
が
多
く
、
な
か
な
か
横
断
で
き
な
い
と

き
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
通
学
時
間
帯
は
、

運
転
手
さ
ん
に
と
っ
て
も
仕
事
に
向
か
う

あ
わ
た
だ
し
い
時
間
な
の
に
、
優
し
い
顔

で
止
ま
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
も
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
四
つ
葉
マ
ー
ク
を
つ
け
た
運

転
手
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
四
つ
葉
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車
は
よ
く
見

か
け
ま
す
。
も
み
じ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
二
つ
と
も
高
齢
運

転
者
標
識
と
い
い
、
七
十
歳
以
上
の
運
転

者
が
車
に
貼
り
つ
け
る
こ
と
を
努
力
義
務

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
る

こ
と
で
他
の
運
転
手
に
、
高
齢
者
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者

に
配
慮
し
た
運
転
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

年
齢
の
壁
を
越
え
て
の
気
遣
い

満
濃
中
学
校  

二
年

小こ

出い
で

　
沙さ

弥や

人 権 作 文 コ ー ナ ー

　
母
と
一
緒
に
車
で
出
か
け
た
と
き
、
前

の
車
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
走
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
前
を
見
る
と
、
高
齢
者
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
る
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
母

は
い
つ
も
以
上
に
気
を
配
っ
て
運
転
し
て

い
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
優
し
く
気
遣
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
ま
す
。
日
々
の
何
気
な
い

生
活
の
中
で
、
私
は
ど
れ
だ
け
の
気
配
り

が
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
気

配
り
が
当
た
り
前
に
で
き
れ
ば
、
私
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
所
で
一
つ
一
つ
気

を
配
り
な
が
ら
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。



　12月26日、帆山公民館にて、香川大学と帆山
地域団体等との意見交換会が開催されました。ま
ず、同大学とまんのう町が「ひまわりの地域ブラン
ド化・オイルの販売拡大・観光振興」をテーマに
行った共同研究の活動内容や研究成果について
学生より報告がありました。次に、帆山地域団体と
学生との意見交換が行われ、「まんのうひまわりオ
イル」の認知拡大や集客の方法について互いにア
イデアを出し合い、地域の活性化へ向けて活発な
議論が交わされました。

仲南こども園児　マス放流

木こく池釣り大会開催

●小学校低学年の部
� 位ʗ࡟ٷ ૗ိɾ૿ా ᐼಸ
●中学校の部
位̎ʗ谷川 Ѫྑɾ৿ Ѫ७
位̏ʗࢁ地 ࠫ໹ɾ本԰ෑ ༏　̏ 位ʗࣰݪ ҁ೫ɾࣰ࣮ر ݪ
●高校の部
位̍ʗ今Ҫ ࡙ཬɾٶ本 Իʑ
●一般A
位̎ʗݪ٢ ྋࢠɾాࡾ ຑ༝
●一般B
位̍ʗੴా ઍངɾ޷ࡾ ౧Ֆ

●小学校低学年の部
位̏ʗ長野 ґ࡙

●団体の部
2位ʗ長Ҫ ߳ژ ాٶ、ࢠل、∁Ո ᣦ೫、ݪ٢ ྋࢠ

●一般
位̍ʗݪ٢ ྋࢠ　̏ 位ʗ長Ҫ ࢠل　̏ 位ʗ∁Ո ᣦ೫

演技競技 試合競技

第36回 日本武道協議会受賞記念大会　並びに　第32回 ＯＨＫ杯なぎなた大会　令和4年12月11日（日）琴平小学校体育館

第65回西日本なぎなた選手権大会　令和4年11月13日（日）　大阪府　浪速スポーツセンター

ʢܟশུʣ

●小学校高学年の部
位̏ʗݪ٢ ஌ྑ　̏ 位ʗ中野 ᣦ೫
●中学校の部
位̎ʗ本԰ෑ ༏　̏ 位ʗ৿ Ѫ७
●高校の部
位̏ʗ今Ҫ ࡙ཬ

　この度、一般社団法人香川県トラック協会仲多度支
部より、大規模災害発生時の支援物資や資機材等の輸
送等、避難者や避難所等への応急対策活動に対して支
援の申出を頂き、「災害時における物資等の輸送に関
する協定書」を締結しました。
　本協定に基づき、災害時には町の要請により、飲食料
や災害応急資機材の迅速な輸送が期待されます。

　11月28日、仲南地区七箇の木こく池で、仲
南こども園の園児がマスの放流を行いまし
た。小振りのマスをバケツに入れて優しく放
流した後、大きなマスをビニールで作った坂
路に乗せて一気に池へ放流。マスが元気よく
跳ねる姿に、園児たちからは大きな歓声が上
がりました。

香川県トラック協会仲多度支部と災害協定を締結

「子どもを守るライフジャケット」贈呈式

大学と協働して地域の活性化を

人権教室

　人権擁護委員による人権教室が、琴南こども園と長
炭小学校で開催されました。琴南こども園では、紙芝居
「ぐらぐらもりのおばけ」を通して友達を思いやる心や優
しさを持つことの大切さが伝えられました。
　長炭小学校では、電子黒板に映し出された絵の事例
を見て、こんな時自分だったらどうするかを考え、友達と
意見を交換することで人権尊重の大切さを学びました。

　12月13日、子ども安全ネットかがわ並びに子どもた
ちにライジャケを！よりライフジャケット３０着を寄贈し
ていただきました。水
難事故から子どもた
ちを守るライフジャ
ケットを有効活用し、
ライフジャケットの知
識や使い方を広めて
いきます。ありがとう
ございました。

TOWN
NEWS

イ
ベ
ン
ト
・
催
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　また、12月4日には、3年ぶりに釣り大会が開催され
ました。早朝より多くの釣り愛好家が集まり、友人や家
族と一緒に釣りを
楽しんでいました。
大会は、釣りあげ
たマスの一匹の重
量を競い合い、上
位者には賞品が贈
られました。
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情ひ
ろ
ば

報

お
知
ら
せ

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
は
、
農
業
生

産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
集
落
で
農
地
の
維
持
・
管

理
の
協
定
を
締
結
し
、
協
定
に
基
づ
い
て
農
地

の
維
持
・
管
理
を
行
っ
た
場
合
に
、
面
積
に
応

じ
て
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
交
付

金
は
、
草
刈
な
ど
の
農
業
活
動
費
の
一
部
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ん
の
う
町
農
林
課

☎
7
3
–
0
1
0
5

催
し
物

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

【
日
時
】�
月
ùù
日
（
水
）
午
前
ø÷
時
〜
øø
時
ú÷

分【
場
所
】丸
亀
市
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
タ
ス
）【
定
員
】úü
名【
内
容
】イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
に
加
え
て
、
消
費
税
の
基
本
的

な
仕
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
希
望
者

に
は
同
日
午
後
�
時
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
を
説
明
後
、
登
録
申
請
手
続
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】事
前
予
約
制

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

丸
亀
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

☎
2
3
︲
2
2
2
6

満
濃
池
森
林
公
園

①
冬
の
野
鳥
観
察
会

【
日
時
】�
月
�
日（
土
）午
前
�
時
〜
正
午【
場

所
】森
林
の
館【
参
加
費
】無
料

②
冬
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

【
日
時
】�
月
ùú
日（
木
）午
前
�
時
〜
正
午【
場

所
】森
林
の
館【
参
加
費
】無
料【
定
員
】ú÷
名【
申

込
期
間
】�
月
ø÷
日
（
金
）
〜
øû
日
（
火
）

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

公
園
管
理
事
務
所　
☎
57
︲
6
5
2
0

坂
出
緩
衝
緑
地
ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
松
の
剪
定
と
管
理
」

【
日
時
】�
月
øù
日
（
日
）
午
後
�
時
ú÷
分
〜
�

時
ûü
分【
場
所
】番
の
州
公
園
管
理
事
務
所【
参

加
費
】�
，0
0
0
円【
定
員
】先
着
ù÷
名【
内

容
】松
の
剪
定
方
法
や
防
除
方
法
に
つ
い
て
、

専
門
技
術
者
か
ら
学
べ
る
講
習
会
で
す
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

坂
出
緩
衝
緑
地　
管
理
事
務
所

☎
4
5
︲
6
8
2
0

F
A
X 

4
3
︲
5
2
1
3

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

bannosu5.com

※
申
し
込
み
は
F
A
X
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
会
・
募
集
説
明
会

【
日
時
】�
月
ùý
日
（
日
）
�
時
ú÷
分
〜【
場
所
】

鉢
伏
ふ
れ
あ
い
公
園
（
善
通
寺
）【
対
象
者
】保

育
・
幼
稚
園
年
長
〜
中
学
生【
内
容
】ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
は
、
年
齢
の
異
な
る
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
自
然

の
中
で
の
遊
び
を
通
じ
て
学
ぶ
世
界
的
な
運
動

で
す
。
当
日
は
ス
カ
ウ
ト
と
遊
ぶ
体
験
会
を
実

施
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
善
通
寺
第
１
団

☎
0
9
0
︲
8
9
7
4
︲
5
2
7
9

無
料
相
談

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
日
時
】�
月
ùù
日（
水
）午
後
�
時
〜
�
時【
場

所
】役
場
本
庁
�
階　

第
�
会
議
室【
内
容
】ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
が
、
役
場
に
て
就
職
相
談

を
行
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

☎
2
1
︲
8
6
0
9

地
域
振
興
課

☎
7
3
–
0
1
2
2

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

司
法
書
士
無
料
相
談
会

【
日
時
】�
月
�
日
（
土
）
午
前
ø÷
時
〜
午
後
�

時
（
要
予
約
）【
場
所
】丸
亀
市
市
民
交
流
活
動

セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
タ
ス
）
R
O
O
M
4【
相
談

内
容
】相
続
相
談
（
相
続
登
記
・
遺
産
分
割
・

遺
言
な
ど
）、
登
記
相
談
（
売
買
・
贈
与
・
名

義
変
更
な
ど
）

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
司
法
書
士
会　
事
務
局

☎
0
8
7
︲
8
2
1
︲
5
7
0
1

香
川
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

定
例
相
談
会

【
日
時
】�
月
ùü
日（
土
）午
後
�
時
〜
�
時（
要

予
約
）【
場
所
】丸
亀
市
市
民
交
流
活
動
セ
ン

タ
ー
（
マ
ル
タ
ス
）
R
O
O
M
２【
相
談
内
容
】

一
般
相
談
（
相
続
登
記
、
不
動
産
・
商
業
登
記

な
ど
）、
法
テ
ラ
ス
相
談
、
成
年
後
見
相
談【
相

談
料
】ú÷
分
無
料

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
司
法
書
士
会　
事
務
局

☎
0
8
7
︲
8
2
1
︲
5
7
0
1

募　
　

集

あ
な
た
の
声
を
県
政
へ

県
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
聴
く
た

め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
締
切
】�
月
�
日
（
金
）【
任
期
】令
和
�

年
�
月
�
日
〜
令
和
�
年
�
月
úø
日【
応
募
資

格
】øü
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方
で
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
で

き
る
方【
そ
の
他
】任
期
終
了
後
、
回
答
状
況
に

応
じ
て
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
。
応
募
方
法
な
ど

詳
細
は
左
記
ま
で
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
広
聴
広
報
課

☎
0
8
7
–
8
3
2
–
3
0
2
1

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
編
」

受
講
者
募
集

【
受
講
資
格
】義
務
教
育
を
修
了
し
、
か
つ
講
座

お
よ
び
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
・
聴
覚
障
害
者
協

会
行
事
に
参
加
で
き
る
方【
定
員
】û÷
名【
受
講

料
】無
料
、
教
材
費
�
，4
0
0
円【
申
込
期
間
】

�
月
�
日（
水
）〜
�
月
úø
日（
金
）【
申
込
方
法
】

往
復
は
が
き
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
7
︲
8
6
8
︲
9
2
0
0

2
0
2
3
年
度
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

【
受
講
資
格
】øÿ
歳
以
上
の
手
話
学
習
経
験
が
概

ね
�
年
以
上
の
方【
受
講
者
選
考
試
験
】�
月
øÿ

日
（
土
）
午
前
ø÷
時
〜
午
後
�
時【
場
所
】香
川

県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー【
申
込
期
間
】�

月
ùû
日
（
金
）
ま
で【
申
込
方
法
】所
定
の
申
請

書
等
を
提
出
。
詳
細
は
左
記
ま
で
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
7
–
8
6
8
–
9
2
0
0

高
等
技
術
学
校
４
月
入
校
生
募
集

【
選
考
日
】�
月
�
日
（
金
）
午
前
�
時
〜【
場

所
】高
松
校
、
丸
亀
校【
対
象
者
】公
共
職
業

安
定
所
長
の
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
人【
申
込
期
間
】�
月
�
日

（
水
）
〜
�
月
ùù
日
（
水
）、
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
高
等
技
術
学
校

高
松
校　
☎
0
8
7
–
8
8
1
–
3
1
7
1

丸
亀
校　
☎
0
8
7
7
–
2
2
–
2
6
3
3

第
１
３
５
期
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
募
集

【
募
集
期
間
】�
月
ø÷
日
（
金
）
ま
で【
応
募
資

格
】（
年
齢
）
øü
歳
以
上
ú÷
歳
未
満
（
身
長
）

1
7
5
㎝
以
下
（
体
重
）
男
子
ûĀ
㎏
以
上
üþ
㎏

以
下
、
女
子
ûû
㎏
以
上
üù
㎏
以
下
（
視
力
）
裸

眼
で
�
．�
以
上

▼
問
い
合
わ
せ
先

︵
一
財
︶日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
丸
亀
支
部

☎
2
4
–
4
5
6
0

シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明
会

【
日
時
】�
月
ø÷
日（
金
）午
後
�
時
ú÷
分
〜【
場

所
】満
濃
地
区
セ
ン
タ
ー【
持
参
物
】通
帳
、
印

鑑
、
顔
写
真
（
縦
�
㎝
×
横
�
．�
㎝
）、
免
許

証
ま
た
は
保
険
証
、
年
会
費
�
，0
0
0
円
、

筆
記
用
具
、
緊
急
連
絡
先
（
家
族
・
親
族
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

仲
善
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

満
濃
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
7
9
–
3
9
1
1

か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生
募
集

①
高
松
校

②
西
校

【
開
講
日
】令
和
�
年
�
月
〜
令
和
�
年
�
月

（
�
年
間
）【
受
講
資
格
】県
内
在
住
で
ý÷
歳
以

上
、
過
去
に
受
講
し
て
い
な
い【
場
所
】①
香
川

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
②
坂
出
市
・
宇

多
津
町
の
�
会
場【
教
材
費
等
】�
年
間
２
�
，

0
0
0
円【
募
集
人
員
】①
1
2
8
名
②
ý÷
名

【
申
込
期
間
】�
月
�
日
（
水
）
〜
ùÿ
日
（
火
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
左
記
ま
で
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

︵
公
財
︶か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

☎
0
8
7
︲
8
6
3
︲
0
2
2
2

試　
　

験

四
国
学
院
大
学

一
般（
B
）・
共
通
テ
ス
ト
利
用（
B
）願
書
受
付
開
始

【
出
願
期
間
】�
月
�
日（
水
）〜
�
月
�
日（
水
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
学
院
大
学
入
試
課

☎
0
1
2
0
︲
4
5
9
︲
4
3
3

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

②
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

【
試
験
日
】�
月
�
日
（
土
）
〜
ùú
日
（
日
）
の

い
ず
れ
か
一
日【
試
験
会
場
】善
通
寺
駐
屯
地
所

【
応
募
資
格
】①
øÿ
歳
以
上
úû
歳
未
満
②
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
者
（
詳
細
は
左
記
ま
で
）

【
受
付
締
切
】�
月
�
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
6
3
︲
2
3
6
3

お め で た

お く や み

氏　名 生年月日 保護者名 地　区

角
かく

地
ち

　桃
とう

守
ま

12.16 敏幸 羽　間
福
ふくざき

﨑　　紬
つむぎ

12.2 三起矢 後　山
香
か

川
がわ

　鈴
すず

音
ね

12.3 優介 炭所東
香
か

川
がわ

　望
み

羽
はね

12.5 竜哉 買　田

氏　名 死亡月日 年　齢 地　区

山
やま

本
もと

千
ち

代
よ

子
こ

11.12 102 吉　野
森
もり

本
もと

　秀
ひで

雄
お

12.3 76 勝　浦
小
こ

山
やま

キヨコ 12.4 100 帆　山
日
ひ

浦
うら

　俊
とし

春
はる

12.5 95 中　通
山
やま

下
した

　哲
てつ

男
お

12.6 89 七　箇
西
にし

櫻
ざくら

　　弘
ひろし

12.7 87 中　通
三
み

原
はら

冨
ふ

士
じ

子
こ

12.7 87 吉　野
森
もり

藤
とう

　義
よし

己
み

12.7 97 七　箇
香
か

川
がわ

　房
ふさ

子
こ

12.12 92 山　脇
浅
あさ

野
の

キク子
こ

12.13 90 川　東
眞
ま

鍋
なべ

　眞
ま

純
すみ

12.14 90 炭所西
三
み

好
よし

　勝
かつ

利
とし

12.15 79 七　箇
城
しろ

井
い

　治
はる

雄
お

12.16 99 吉　野
大
おお

本
もと

アキヱ 12.19 83 川　東
大
おおひがし

東多
た

美
み

子
こ

12.21 85 七　箇
海
かい

見
み

　榮
えい

治
じ

12.26 84 吉野下
王
おう

尾
び

　公
きみ

子
こ

12.27 95 佐　文
黒
くろ

井
い

　　等
ひとし

12.30 90 吉　野

঎޻ձでは、町ຽのօ༷のʮ૬ଓʯʮొهʯʮ੒೥ݟޙʯ 
౳の૬ஊ΁ରԠすΔたΊ、࢘๏ॻ࢜ʹΑΔແྉ૬ஊ
ձを։࠵いたします。ੋ ඇ、ご׆༻ͩ͘さい。

૬ஊʹは、༧໿͕ඞཁです。また、ਃしࠐΈଟ਺の場合は、ઌ
ணॱͱͳΓます͜ͱをご了ঝͩ͘さい。ৄ し͘は、঎޻ձまで͓
໰い合Θせͩ͘さい。

開催日時：2月1�೔	໦
30分͔ら࣌1ޙޕ
場　　所：まんの͏町঎޻ձؗ

【予約・問い合わせ先】  まんの͏町঎޻ձὸ�3ô3�11

司法書士相談会のご案内 無料

戸籍の窓
ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。町外の窓口で届け
を提出された場合や、掲載を控えられた場合は、掲載されません。

　12月届け出分（敬称略）

M
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N
O
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ひ
ろ
ば



高
等
技
術
学
校
４
月
入
校
生
募
集

【
選
考
日
】�
月
�
日
（
金
）
午
前
�
時
〜【
場

所
】高
松
校
、
丸
亀
校【
対
象
者
】公
共
職
業

安
定
所
長
の
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
人【
申
込
期
間
】�
月
�
日

（
水
）
〜
�
月
ùù
日
（
水
）、
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
高
等
技
術
学
校

高
松
校　
☎
0
8
7
–
8
8
1
–
3
1
7
1

丸
亀
校　
☎
0
8
7
7
–
2
2
–
2
6
3
3

第
１
３
５
期
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
募
集

【
募
集
期
間
】�
月
ø÷
日
（
金
）
ま
で【
応
募
資

格
】（
年
齢
）
øü
歳
以
上
ú÷
歳
未
満
（
身
長
）

1
7
5
㎝
以
下
（
体
重
）
男
子
ûĀ
㎏
以
上
üþ
㎏

以
下
、
女
子
ûû
㎏
以
上
üù
㎏
以
下
（
視
力
）
裸

眼
で
�
．�
以
上

▼
問
い
合
わ
せ
先

︵
一
財
︶日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
丸
亀
支
部

☎
2
4
–
4
5
6
0

シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明
会

【
日
時
】�
月
ø÷
日（
金
）午
後
�
時
ú÷
分
〜【
場

所
】満
濃
地
区
セ
ン
タ
ー【
持
参
物
】通
帳
、
印

鑑
、
顔
写
真
（
縦
�
㎝
×
横
�
．�
㎝
）、
免
許

証
ま
た
は
保
険
証
、
年
会
費
�
，0
0
0
円
、

筆
記
用
具
、
緊
急
連
絡
先
（
家
族
・
親
族
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

仲
善
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

満
濃
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
7
9
–
3
9
1
1

か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生
募
集

①
高
松
校

②
西
校

【
開
講
日
】令
和
�
年
�
月
〜
令
和
�
年
�
月

（
�
年
間
）【
受
講
資
格
】県
内
在
住
で
ý÷
歳
以

上
、
過
去
に
受
講
し
て
い
な
い【
場
所
】①
香
川

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
②
坂
出
市
・
宇

多
津
町
の
�
会
場【
教
材
費
等
】�
年
間
２
�
，

0
0
0
円【
募
集
人
員
】①
1
2
8
名
②
ý÷
名

【
申
込
期
間
】�
月
�
日
（
水
）
〜
ùÿ
日
（
火
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
左
記
ま
で
。

▼
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

︵
公
財
︶か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

☎
0
8
7
︲
8
6
3
︲
0
2
2
2

試　
　

験

四
国
学
院
大
学

一
般（
B
）・
共
通
テ
ス
ト
利
用（
B
）願
書
受
付
開
始

【
出
願
期
間
】�
月
�
日（
水
）〜
�
月
�
日（
水
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
学
院
大
学
入
試
課

☎
0
1
2
0
︲
4
5
9
︲
4
3
3

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

②
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

【
試
験
日
】�
月
�
日
（
土
）
〜
ùú
日
（
日
）
の

い
ず
れ
か
一
日【
試
験
会
場
】善
通
寺
駐
屯
地
所

【
応
募
資
格
】①
øÿ
歳
以
上
úû
歳
未
満
②
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
者
（
詳
細
は
左
記
ま
で
）

【
受
付
締
切
】�
月
�
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
6
3
︲
2
3
6
3

お め で た

お く や み

氏　名 生年月日 保護者名 地　区

角
かく

地
ち

　桃
とう

守
ま

12.16 敏幸 羽　間
福
ふくざき

﨑　　紬
つむぎ

12.2 三起矢 後　山
香
か

川
がわ

　鈴
すず

音
ね

12.3 優介 炭所東
香
か

川
がわ

　望
み

羽
はね

12.5 竜哉 買　田

氏　名 死亡月日 年　齢 地　区

山
やま

本
もと

千
ち

代
よ

子
こ

11.12 102 吉　野
森
もり

本
もと

　秀
ひで

雄
お

12.3 76 勝　浦
小
こ

山
やま

キヨコ 12.4 100 帆　山
日
ひ

浦
うら

　俊
とし

春
はる

12.5 95 中　通
山
やま

下
した

　哲
てつ

男
お

12.6 89 七　箇
西
にし

櫻
ざくら

　　弘
ひろし

12.7 87 中　通
三
み

原
はら

冨
ふ

士
じ

子
こ

12.7 87 吉　野
森
もり

藤
とう

　義
よし

己
み

12.7 97 七　箇
香
か

川
がわ

　房
ふさ

子
こ

12.12 92 山　脇
浅
あさ

野
の

キク子
こ

12.13 90 川　東
眞
ま

鍋
なべ

　眞
ま

純
すみ

12.14 90 炭所西
三
み

好
よし

　勝
かつ

利
とし

12.15 79 七　箇
城
しろ

井
い

　治
はる

雄
お

12.16 99 吉　野
大
おお

本
もと

アキヱ 12.19 83 川　東
大
おおひがし

東多
た

美
み

子
こ

12.21 85 七　箇
海
かい

見
み

　榮
えい

治
じ

12.26 84 吉野下
王
おう

尾
び

　公
きみ

子
こ

12.27 95 佐　文
黒
くろ

井
い

　　等
ひとし

12.30 90 吉　野

঎޻ձでは、町ຽのօ༷のʮ૬ଓʯʮొهʯʮ੒೥ݟޙʯ 
౳の૬ஊ΁ରԠすΔたΊ、࢘๏ॻ࢜ʹΑΔແྉ૬ஊ
ձを։࠵いたします。ੋ ඇ、ご׆༻ͩ͘さい。

૬ஊʹは、༧໿͕ඞཁです。また、ਃしࠐΈଟ਺の場合は、ઌ
ணॱͱͳΓます͜ͱをご了ঝͩ͘さい。ৄ し͘は、঎޻ձまで͓
໰い合Θせͩ͘さい。

開催日時：2月1�೔	໦
30分͔ら࣌1ޙޕ
場　　所：まんの͏町঎޻ձؗ

【予約・問い合わせ先】  まんの͏町঎޻ձὸ�3ô3�11

司法書士相談会のご案内 無料

戸籍の窓
ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。町外の窓口で届け
を提出された場合や、掲載を控えられた場合は、掲載されません。

　12月届け出分（敬称略）
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�ɿ3̌ ʙ̍ 0ɿ3̌

�ɿ3̌ ʙ̍ 2ɿ3̌

無料法律相談
ཁ༧໿ʗまんの͏町ࣾڠὸ���2��1

ものわすれ相談
ཁ༧໿�෱ࢱอݥ՝（แׅ）ὸ�3�012�

まんの͏町ࣾڠὸ���2��1

૯຿՝ὸ�3�0100

�՝ὸ�3�010ࡦը੓ا

෱ࢱอݥ՝ὸ�3�012�

˞౰൪ҩは༧ࠂͳ͘มߋされΔ場合͕͋Γます。ご了ঝͩ͘さい。
˞਍ྍՊ໨、ड෇ؒ࣌౳は௚઀ҩྍؔػ΁͓໰い合Θせͩ͘さい。

人権相談
大浦内科消化器科医院

テレフォンサービス
☎73-4400（೔ɾॕ のΈ）

行政相談

心配ごと相談

ཁ༧໿�αϙεςὸ0����13��0��
若者就労相談

身体・知的障害者
相談

16日

17日

�ɿ30ʙ11ɿ30

஥ೆࢧॴ

஥ೆࢧॴ

໾場ຊி

໾場ຊி

�ɿ00ʙ12ɿ00 ໾場ຊி

஥ೆࢧॴ

ೆ೶վηϯλʔۏ

ೆ೶վηϯλʔۏ

ೆ೶վηϯλʔۏ

໾場ຊி

ຬೱ೶վηϯλʔ

໾場ຊி

໾場ຊி

�ɿ00ʙ11ɿ00

13ɿ30ʙ1�ɿ30

�ɿ00ʙ12ɿ00

16日໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00ۚ17日

෱ࢱอݥ՝ὸ�3�012�
精神保健福祉相談 �ɿ00ʙ12ɿ00

17日ۚ

໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

1日ਫ

ۚ

2日໦

9日໦

2日໦
9日໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

無料司法書士相談会 16日ཁ༧໿ʗまんの͏町঎޻ձὸ�3�3�11
まんの͏町঎޻ձؗ໦ 13ɿ30ʙ1�ɿ30

24日ۚ
16日໦

�ɿ00ʙ12ɿ00

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

75�1600

73�3300永生病院

大山内科医院 79�3311

75�5101おおにし病院

5日೔

26日೔

73�2211ふかだクリニック19日೔
75�2317小国医院23日໦

11日౔
12日೔

೔ ҩ ྍ ػ ؔ ໊ ి ࿩ ൪ ߸

2歳児健診

栄養教室 貧血症予防
（ཁ༧໿）

１歳６か月児健診
15日ਫ

16日໦

20日

͔Γん݈߁ηϯλʔ

͔Γん݈߁ηϯλʔ

ຽؗެࣰߴ

栄養相談（ཁ༧໿） ͔Γん݈߁ηϯλʔ

離乳食講習（ཁ༧໿） 24日ۚ ͔Γん݈߁ηϯλʔ

ฏ町Ώ͏͋いの家ۏ

໦2日
໦9日

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

各種相談 休日当番医

˞͔ͬ͜಺の਺ࣈはࡢ೥ಉظの݅਺

交通事故

救急出勤

෺ଛʢ݅ʣ

ਓ਎ʢ݅ʣ

๢ʢ݅ʣࢮ

Րࡂʢ݅ʣ

ʢ݅ʣٸٹ

��59ʢ58ʣ
� 6ʢ5ʣ

� 3ʢ0ʣ

� 1ʢ2ʣ

�103ʢ83ʣ

�464ʢ513ʣ
� 55ʢ47ʣ

� 5ʢ1ʣ

� 19ʢ12ʣ

��971ʢ1017ʣ

۠　分 1月͔らのྦྷ12ܭ 月 த

町内の110番・119番
保健だより

救急電話相談（1�ɿ00ʙཌே�ɿ00）

Ұ ൠ ☎＃7899 または☎087-812-1055
খ ࣇ ☎＃8000 または☎087-823-1588

ਐ՝ὸ７３-０１２６૿߁݈

FEBRUARY2月

スポーツの結果（敬称略）

まんのう町
グラウンドゴルフ協会杯大会
令和4年12月25日（日） 
吉野グラウンドゴルフ場
参加：53名
《試合結果》

13ɿ0̌ ʙ̍ �ɿ̏ ̌

乳幼児健診

こころの健康相談（ཁ༧໿）

22日ਫ ͔Γん݈߁ηϯλʔ13ɿ0̌ ʙ̍ �ɿ3̌

13ɿ3̌ ʙ̍ �ɿ0̌

16日໦
まんまんカフェ

（ೝ஌঱ΧϑΣ）

みらくるⅡ運動教室

݄

ຬೱ೶վηϯλʔ

ຬೱ೶վηϯλʔ

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

包括だより ෱ࢱอݥ՝ ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨὸ73-0125

10ɿ0̌ ʙ̍ 1ɿ0̌

�ɿ3̌ ʙ̍ 1ɿ3̌

くらしのカレンダー

優 　 勝

準 優 勝

第 3 位

問

問

問 ὸ73�3611ɹӦ࣌ۀ ɿؒ15ɿ00ʙ22ɿ00ɹؗٳ೔ʗຖिՐ༵೔ɺ12݄29೔ʙ1݄3೔

݄ Ր ਫ ໦ ۚ ౔೔
4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

5

12

19

26

6

13

20

27

休
館
日

ピラティス
1�ɿ00⾣1�ɿ00

膝痛予防改善教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

膝痛予防改善教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

ヨガ
1�ɿ00⾣1�ɿ00

書道教室 漢字実用
13ɿ00⾣1�ɿ00

腰痛ほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

腰痛ほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

笑って健康に
なる講座
1�ɿ00⾣1�ɿ00

書道教室 かな実用
13ɿ00⾣1�ɿ00

肩こりほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00
スポーツ塾
1�ɿ00⾣20ɿ00

スポーツ塾
1�ɿ00⾣20ɿ00

肩こりほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

センパイ聞いて
1�ɿ00⾣1�ɿ00

郷土史講座
（ཁ༧໿）

LGBTQ講演会
（ཁ༧໿）

さ͵͖ޠΓのձ
1�ɿ00⾣

おはなし会

すまいΓ͌11ɿ00⾣
おはなし会

10ɿ00⾣11ɿ30
（ཁ༧໿）

福祉講座
「介護保険制度の理解
と認知症ケア」

【
毎
週
土
曜
は
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
図
書
館
の
お
は
な
し
の
時
間
】

2
月
は「
ひ
と
つ
ぶ
の
な
み
だ
」で
す
。

※「膝痛予防改善教室」「肩こりほぐし教室」「腰痛ほぐし教室」は3ヶ月ごとのお申し込みとなります。
※「ピラティス」「ヨガ」「書道教室漢字・かな」「笑って健康になる講座」は年間のお申し込みとなります。
　詳細はスポーツセンターまんのう受付までお願い致します。受付時間15:00～22:00(火曜休館)
※新型コロナウィルスの影響で変更になる場合がございます。

2݄ϓϩάϥϜ
'&#36"3:

スポーツセンター
まんのう
地域開放教室

スポーツセンターまんのう
からのお知らせ

町立図書館

町立図書館からの
お知らせ

膝が痛い、やせたいなど、どのように運動すればいいかお
悩みの方、お気軽にお越しください。初回講習会の際に詳
しくお話を伺い、トレーナーが目的に合った運動メ
ニューを作成いたします。 ճ਺݊΋ൢചத。
※初回講習会に関しては一度スポーツセンター
　まんのうまでお問合せください。

［トレーニングルーム］

「科学道100 ～知りたい! が未来をつくる～」

「福袋の中身大公開」

トレーニング室利用／1回 250円

మ๮ɺ௓ͼശɺେೄ௓ͼͳͲ༷ʑͳӡಈΛମݧ
ͯ͠εϙʔπΛ͖޷ʹͳΖ͏ʂ
場　所●εϙʔπηϯλʔまんの͏ ෢ಓ場΋し͘はΞϦʔφ
日　時●2�2ɾ1�  3�2ɾ1�  ໦༵೔ 1�ɿ00ʙ20ɿ00
月会費●1
�00ԁ（月2ճ） ˞ই֐อݥྉؚΉ
定　員●1�໊  （˞খֶߍશֶ೥ର৅）
※詳細はスポーツセンターまんのうまでお問い合わせください。

2～3月
の生徒
募集中!!

イベントや講座に関するお問い合わせはスポーツセンターまんのうまでお気軽にお問合せください。
IUUQ���UPXOUJQ�KQ�NBOOP�TOT�DPNNVOJUZ�QIQ CCT@JE�826

問 ὸ56�4055ɹ։ؗؒ࣌ʗ10ɿ00ʙ18ɿ00ɹؗٳ೔ʗຖिՐ༵೔ɺ12݄29೔ʙ1݄3೔ɺಛผ੔ཧؒظ
IUUQT���XXX�NBOOP�MJCSBSZ�KQ�ɹ�&ϝʔϧʗUPTIPLBO!NBOOP�MJCSBSZ�KQ

前半

後半
˔Պֶͷ͓΋͠Ζ͞΍Ԟਂ͕ͭ͞·ͬͨຊΛ঺հ͠·͢ɻ

センパイ聞いて
16ɿ00ʙ17ɿ00

˔͓ਖ਼݄ʹ։ͨ͠࠵෱ାͷத਎Λେެ։ʂआΓͯͩͬͨ͘͞օ༷ͷײ૝΋Ұॹʹలࣔ͠·͢ɻ

特設コーナー

おはなし会 ●赤ちゃん向け
（ελοϑ）10ɿ30⾣

（٢野Ϋラϒ）Ԯ  ल༤ࡾ

門谷  ᢳ （ൃ長୸Ϋラϒ）

ੴݪ  ٛळ（٢野Ϋラϒ）

2月3日（金）

郷土史講座
ʢཁ༧໿ʣ2月23日（木・祝）
LGBTQ講演会

ʢཁ༧໿ʣ2月26日（日）

福祉講座「介護保険制度
の理解と認知症ケア」
10ɿ00ʙ11ɿ30ʢཁ༧໿ʣ

2月12日（日）

2日໦

9日໦

6日݄

イベ
ント

M
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O
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�ɿ3̌ ʙ̍ 0ɿ3̌

�ɿ3̌ ʙ̍ 2ɿ3̌

無料法律相談
ཁ༧໿ʗまんの͏町ࣾڠὸ���2��1

ものわすれ相談
ཁ༧໿�෱ࢱอݥ՝（แׅ）ὸ�3�012�

まんの͏町ࣾڠὸ���2��1

૯຿՝ὸ�3�0100

�՝ὸ�3�010ࡦը੓ا

෱ࢱอݥ՝ὸ�3�012�

˞౰൪ҩは༧ࠂͳ͘มߋされΔ場合͕͋Γます。ご了ঝͩ͘さい。
˞਍ྍՊ໨、ड෇ؒ࣌౳は௚઀ҩྍؔػ΁͓໰い合Θせͩ͘さい。

人権相談
大浦内科消化器科医院

テレフォンサービス
☎73-4400（೔ɾॕ のΈ）

行政相談

心配ごと相談

ཁ༧໿�αϙεςὸ0����13��0��
若者就労相談

身体・知的障害者
相談

16日

17日

�ɿ30ʙ11ɿ30

஥ೆࢧॴ

஥ೆࢧॴ

໾場ຊி

໾場ຊி

�ɿ00ʙ12ɿ00 ໾場ຊி

஥ೆࢧॴ

ೆ೶վηϯλʔۏ

ೆ೶վηϯλʔۏ

ೆ೶վηϯλʔۏ

໾場ຊி

ຬೱ೶վηϯλʔ

໾場ຊி

໾場ຊி

�ɿ00ʙ11ɿ00

13ɿ30ʙ1�ɿ30

�ɿ00ʙ12ɿ00

16日໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00ۚ17日

෱ࢱอݥ՝ὸ�3�012�
精神保健福祉相談 �ɿ00ʙ12ɿ00

17日ۚ

໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

1日ਫ

ۚ

2日໦

9日໦

2日໦
9日໦

13ɿ00ʙ1�ɿ00

13ɿ00ʙ1�ɿ00

無料司法書士相談会 16日ཁ༧໿ʗまんの͏町঎޻ձὸ�3�3�11
まんの͏町঎޻ձؗ໦ 13ɿ30ʙ1�ɿ30

24日ۚ
16日໦

�ɿ00ʙ12ɿ00

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

75�1600

73�3300永生病院

大山内科医院 79�3311

75�5101おおにし病院

5日೔

26日೔

73�2211ふかだクリニック19日೔
75�2317小国医院23日໦

11日౔
12日೔

೔ ҩ ྍ ػ ؔ ໊ ి ࿩ ൪ ߸

2歳児健診

栄養教室 貧血症予防
（ཁ༧໿）

１歳６か月児健診
15日ਫ

16日໦

20日

͔Γん݈߁ηϯλʔ

͔Γん݈߁ηϯλʔ

ຽؗެࣰߴ

栄養相談（ཁ༧໿） ͔Γん݈߁ηϯλʔ

離乳食講習（ཁ༧໿） 24日ۚ ͔Γん݈߁ηϯλʔ

ฏ町Ώ͏͋いの家ۏ

໦2日
໦9日

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

各種相談 休日当番医

˞͔ͬ͜಺の਺ࣈはࡢ೥ಉظの݅਺

交通事故

救急出勤

෺ଛʢ݅ʣ

ਓ਎ʢ݅ʣ

๢ʢ݅ʣࢮ

Րࡂʢ݅ʣ

ʢ݅ʣٸٹ

��59ʢ58ʣ
� 6ʢ5ʣ

� 3ʢ0ʣ

� 1ʢ2ʣ

�103ʢ83ʣ

�464ʢ513ʣ
� 55ʢ47ʣ

� 5ʢ1ʣ

� 19ʢ12ʣ

��971ʢ1017ʣ

۠　分 1月͔らのྦྷ12ܭ 月 த

町内の110番・119番
保健だより

救急電話相談（1�ɿ00ʙཌே�ɿ00）

Ұ ൠ ☎＃7899 または☎087-812-1055
খ ࣇ ☎＃8000 または☎087-823-1588

ਐ՝ὸ７３-０１２６૿߁݈

FEBRUARY2月

スポーツの結果（敬称略）

まんのう町
グラウンドゴルフ協会杯大会
令和4年12月25日（日） 
吉野グラウンドゴルフ場
参加：53名
《試合結果》

13ɿ0̌ ʙ̍ �ɿ̏ ̌

乳幼児健診

こころの健康相談（ཁ༧໿）

22日ਫ ͔Γん݈߁ηϯλʔ13ɿ0̌ ʙ̍ �ɿ3̌

13ɿ3̌ ʙ̍ �ɿ0̌

16日໦
まんまんカフェ

（ೝ஌঱ΧϑΣ）

みらくるⅡ運動教室

݄

ຬೱ೶վηϯλʔ

ຬೱ೶վηϯλʔ

ߦ ࣄ ໊ ೔ ࣌ 　 ؒ 場 　 ॴ

包括だより ෱ࢱอݥ՝ ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨὸ73-0125

10ɿ0̌ ʙ̍ 1ɿ0̌

�ɿ3̌ ʙ̍ 1ɿ3̌

くらしのカレンダー

優 　 勝

準 優 勝

第 3 位

問

問

問 ὸ73�3611ɹӦ࣌ۀ ɿؒ15ɿ00ʙ22ɿ00ɹؗٳ೔ʗຖिՐ༵೔ɺ12݄29೔ʙ1݄3೔

݄ Ր ਫ ໦ ۚ ౔೔
4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

5

12

19

26

6

13

20

27

休
館
日

ピラティス
1�ɿ00⾣1�ɿ00

膝痛予防改善教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

膝痛予防改善教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

ヨガ
1�ɿ00⾣1�ɿ00

書道教室 漢字実用
13ɿ00⾣1�ɿ00

腰痛ほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

腰痛ほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

笑って健康に
なる講座
1�ɿ00⾣1�ɿ00

書道教室 かな実用
13ɿ00⾣1�ɿ00

肩こりほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00
スポーツ塾
1�ɿ00⾣20ɿ00

スポーツ塾
1�ɿ00⾣20ɿ00

肩こりほぐし教室
1�ɿ00⾣1�ɿ00

センパイ聞いて
1�ɿ00⾣1�ɿ00

郷土史講座
（ཁ༧໿）

LGBTQ講演会
（ཁ༧໿）

さ͵͖ޠΓのձ
1�ɿ00⾣

おはなし会

すまいΓ͌11ɿ00⾣
おはなし会

10ɿ00⾣11ɿ30
（ཁ༧໿）

福祉講座
「介護保険制度の理解
と認知症ケア」

【
毎
週
土
曜
は
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
図
書
館
の
お
は
な
し
の
時
間
】

2
月
は「
ひ
と
つ
ぶ
の
な
み
だ
」で
す
。

※「膝痛予防改善教室」「肩こりほぐし教室」「腰痛ほぐし教室」は3ヶ月ごとのお申し込みとなります。
※「ピラティス」「ヨガ」「書道教室漢字・かな」「笑って健康になる講座」は年間のお申し込みとなります。
　詳細はスポーツセンターまんのう受付までお願い致します。受付時間15:00～22:00(火曜休館)
※新型コロナウィルスの影響で変更になる場合がございます。

2݄ϓϩάϥϜ
'&#36"3:

スポーツセンター
まんのう
地域開放教室

スポーツセンターまんのう
からのお知らせ

町立図書館

町立図書館からの
お知らせ

膝が痛い、やせたいなど、どのように運動すればいいかお
悩みの方、お気軽にお越しください。初回講習会の際に詳
しくお話を伺い、トレーナーが目的に合った運動メ
ニューを作成いたします。 ճ਺݊΋ൢചத。
※初回講習会に関しては一度スポーツセンター
　まんのうまでお問合せください。

［トレーニングルーム］

「科学道100 ～知りたい! が未来をつくる～」

「福袋の中身大公開」

トレーニング室利用／1回 250円

మ๮ɺ௓ͼശɺେೄ௓ͼͳͲ༷ʑͳӡಈΛମݧ
ͯ͠εϙʔπΛ͖޷ʹͳΖ͏ʂ
場　所●εϙʔπηϯλʔまんの͏ ෢ಓ場΋し͘はΞϦʔφ
日　時●2�2ɾ1�  3�2ɾ1�  ໦༵೔ 1�ɿ00ʙ20ɿ00
月会費●1
�00ԁ（月2ճ） ˞ই֐อݥྉؚΉ
定　員●1�໊  （˞খֶߍશֶ೥ର৅）
※詳細はスポーツセンターまんのうまでお問い合わせください。

2～3月
の生徒
募集中!!

イベントや講座に関するお問い合わせはスポーツセンターまんのうまでお気軽にお問合せください。
IUUQ���UPXOUJQ�KQ�NBOOP�TOT�DPNNVOJUZ�QIQ CCT@JE�826

問 ὸ56�4055ɹ։ؗؒ࣌ʗ10ɿ00ʙ18ɿ00ɹؗٳ೔ʗຖिՐ༵೔ɺ12݄29೔ʙ1݄3೔ɺಛผ੔ཧؒظ
IUUQT���XXX�NBOOP�MJCSBSZ�KQ�ɹ�&ϝʔϧʗUPTIPLBO!NBOOP�MJCSBSZ�KQ

前半

後半
˔Պֶͷ͓΋͠Ζ͞΍Ԟਂ͕ͭ͞·ͬͨຊΛ঺հ͠·͢ɻ

センパイ聞いて
16ɿ00ʙ17ɿ00

˔͓ਖ਼݄ʹ։ͨ͠࠵෱ାͷத਎Λେެ։ʂआΓͯͩͬͨ͘͞օ༷ͷײ૝΋Ұॹʹలࣔ͠·͢ɻ

特設コーナー

おはなし会 ●赤ちゃん向け
（ελοϑ）10ɿ30⾣

（٢野Ϋラϒ）Ԯ  ल༤ࡾ

門谷  ᢳ （ൃ長୸Ϋラϒ）

ੴݪ  ٛळ（٢野Ϋラϒ）

2月3日（金）

郷土史講座
ʢཁ༧໿ʣ2月23日（木・祝）
LGBTQ講演会

ʢཁ༧໿ʣ2月26日（日）

福祉講座「介護保険制度
の理解と認知症ケア」
10ɿ00ʙ11ɿ30ʢཁ༧໿ʣ

2月12日（日）

2日໦

9日໦

6日݄

イベ
ント
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ス
ポ
ー
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の
結
果
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2月
1೔

ൃ
ߦ

͜ͷ޿ใࢽ͸ɺ࠶ੜࢴΛ࢖༻͠ɺڥ؀ʹ΍͍͞͠২෺ੑΠϯΩΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻ

ຊࢽは、/55λ΢ϯϖʔδ（ג）ʹ ҕୗし、町಺のશੈଳをର৅ʹ഑෍しています。
͓໰合せઌʗ☎0120-030-702　Ӧؒ࣌ۀʗ月ʙۚ �ɿ00ʙ1�ɿ00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（౔ ɾ༵೔ ɾ༵ॕ ೔ɾ೥຤೥࢝はۀٳ）

૯຿՝（୅ද൪߸）

ॅຽੜ׆՝
ʢӴੜɾڥ؀ʣ
ձࣨܭ
෱ࢱอݥ՝
ʢ஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔࣨʣ
੫຿՝
೶ྛ՝
ઃ౔஍վྑ՝ݐ
՝ࡦը੓ا
஍Ҭৼڵ՝
ٞձࣄ຿ہ
ਐ՝૿߁݈
஍੶ௐࠪ՝（ۏೆࢧॴ಺）

஥ೆࢧॴ
ॴࢧೆۏ
ඒ߹ग़ுॴ
ҭ՝ڭߍҭҕһձɹֶڭ
ҭҕһձɹੜֶ֔श՝ڭ
จԽࣨࡒ

ਓɹޱ

ੈଳ਺

17,610ਓ（前月比－50人）　உɿ8,550ਓ　 ɿঁ9,060ਓ

7,449ੈଳ（前月比－15世帯）

73-0100
73-0101
73-0123
73-0103
73-0124
73-0125
73-0104
73-0105
73-0107
73-0106
73-0122
73-0109
73-0126
85-0103
77-2111
85-2111
84-2111
89-7100
89-7020
85-2221

まんのう町役場 　 くらしのダイヤル

まちの動き

൪（��77）ہ外ࢢ

（ྩ࿨5年�月�日ࡏݱ）

再生紙を使用しています。

広　　報まんのうொ

2

H.Pはこちら

2月
2023
vol. 203

'FCSVBSZ

まんテンちゃん

20
年
分
の
あ
り
が
と
う
、

そ
し
て
新
時
代
へ！

　私
は
児
童
会
運
営
委
員
と
し
て「
み
ん
な
が
な
か

よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
」に
す
る
た
め
に
、い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、特

に
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
こ
と
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　一つ
目
は
、「
休
み
時
間
を
安
全
に
過
ご
そ
う
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。校
内
で
け
が
を
す
る
人
が
い
な
く
な

る
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
朝
礼
で
呼
び
か
け
た
り
、学
級

で
ろ
う
下
を
歩
行
で
き
た
か
調
べ
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。ま
た
、階
段
の
段
差
の
所
に一段
ず
つ
上
り

降
り
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
イ
ラ
ス
ト
や
言
葉
を

は
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
階
段
に
は
る
か
ら
、短
く

分
か
り
や
す
い
言
葉
に
し
よ
う
」「
ど
う
し
た
ら
全
校

生
に
意
識
を
向
け
て
も
ら
え
る
か
」と
運
営
委
員
会

で
考
え
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
が
意
識
的
に
見
て

く
れ
て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　二
つ
目
は
、「
い
じ
め
ゼ
ロ
月
間
」で
の
取
り
組
み
で

す
。昼
休
み
、体
型
や
名
前
の
こ
と
で
友
達
を
か
ら

か
っ
て
い
る
場
面
を
再
現
す
る
動
画
を
作
り
、学
級
で

そ
の
動
画
を
み
て
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
を一人一人

に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。同
じ
よ
う
な
こ
と
で
つ
ら

い
思
い
を
す
る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、い

く
つ
か
の
感
想
を
リ
モ
ー
ト
朝
礼
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　昼
休
み
を
使
っ
て
計
画
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

遊
び
に
行
き
た
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、運
営
委
員
の
仕
事
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。私
た
ち
が
し
て
き
た
活
動
で「
み
ん
な
が
な
か

よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
」に
少
し
で
も
近
づ
い

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 高

木
　渚
奈

四
条
小
学
校
六
年

た
か
ぎ
　
　
　

�

な
な

な
か
よ
く
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
に

学
校
記
者
ク
ラ
ブ

作り方材料・分量 �ਓ෼

˞ொཱਤॻؗʹ͋Δిޫࣔܝ൘Ͱೖબ࡞඼ͷϨγϐͳͲΛ͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻ
˞Ԡืऀͷֶߍ ɾֶ໊ ೥͸Ԡื࣌ͷ΋ͷͰ͢ɻ

たっぷりレシピたっぷりレシピ

入選
作品
だよ!

ԣؔ ࡙Ֆさん
よこぜき　　  さくら

ຬೱதֶ2　ߍ೥

1品の
野菜量
1品の
野菜量
150g約

［カラメルソース］
砂 糖
水
お 湯

େ͞͡�
খ͞͡�
খ͞͡�

ᶃ଱೤༰ͭ�ثʹͦΕͧΕ࠭౶େ͞͡�ɺਫখ͞͡�ΛೖΕɺ
ɹϨϯδ���8Ͱ�෼Ճ೤͢Δɻ
ᶄՃ೤ޙ଱೤༰ͦثΕͧΕʹ͓౬খ͞͡�ΛೖΕࠞͥΔɻ

［プ　リ　ン］
に ん じ ん
卵
牛 乳
砂 糖

�ຊ���H
ݸ�
���DD
େ͞͡�

ᶃʹΜ͡ΜΛ͍ͪ͘͞੾ΓΏ͕͘ɻ
ᶄཛͱ࠭౶Λ๐ཱͯػͰࠞͥΔɻ
ᶅʹΜ͡Μ͕Ώ͕͚ͨΒਫ෼Λ͖ΓڇೕͱҰॹʹϛΩαʔʹ͔͚Δɻ
ᶆᶄʹᶅΛೖΕࠞͥΔɻ
ᶇ଱೤༰ثʹೖΕৠ͢ɻʢ��෼ Β͍͘ʣɹᶈྫྷ·͠ ͔ͯΒྫྷଂݿͰྫྷ΍͢ɻ

［ア　イ　ス］
に ん じ ん
卵
牛 乳
砂 糖
バニラエッセンス
塩

�ຊ���H
ݸ�
���DD
��H
গʑ
গʑ

ᶃʹΜ͡ΜΛ͍ͪ͘͞੾ΓΏ͕͘ɻ
ᶄཛͱ࠭౶Λ๐ཱͯػͰࠞͥΔɻ
ᶅʹΜ͡Μ͕Ώ͕͚ͨΒਫ෼Λ͖ΓڇೕͱҰॹʹϛΩαʔʹ͔͚Δɻ
ᶆᶄʹᶅΛೖΕࠞͥΔɻόχϥΤοηϯεɾԘΛೖΕ͞ΒʹࠞͥΔɻ
ᶇྫྷౚݿʹೖΕ࣌ʑ͔͖ࠞͥΔɻʢ໿ؒ࣌�ʣ

に
ん
じ
ん

プ
リ
ン
に
ん
じ
ん

プ
リ
ン

ϓϦϯのʹん͡んはͳΊら͔ʹͳΔΑ͏ʹͭͿ͕Θ͔らͳい ら͙いϛΩαʔを͔けました。ΞΠεのʹん͡んはいΖͲΓ΋
ʹ。えてগし͋らΊʹϛΩαʔを͔けましたߟ ん͡ん͕ݏいͳਓ͕ଟいので、ϓϦϯやΞΠεʹʹん͡んをೖれました。

いま・ここにある「風流踊」を生きるいま・ここにある「風流踊」を生きる

ユネスコ無形文化遺産登録記念展示ユネスコ無形文化遺産登録記念展示
　令和４年11月30日に、重要無形民俗
文化財であるまんのう町の「綾子踊」と
綾川町の「滝宮の念仏踊」がユネスコの
無形文化遺産に登録されたことを記念
し、企画展を実施します。本企画展では、
「綾子踊」と「滝宮の念仏踊」を中心に、
11月に実施した町内での展示では紹介
されていなかった香川県指定無形民俗
文化財の風流踊についても展示します。

展示一覧（★：ユネスコ無形文化遺産◆：県指定）

˔ҁࢠགྷ（まんの͏町ɿࢦࠃఆ）˒

˔ୌٶの೦෹གྷ（ҁ઒町ɿࢦࠃఆ）˒

˔େ઒೦෹གྷ（まんの͏町）◆

˔ከ༩බɾീઍࡀགྷ（ࡾ๛ాࡒࢢ町）◆

˔ೆי೦෹གྷ（ଟ౓௡町）◆

˔࿨ ɾాా ໺ʑӍޤགྷ（؍Իࢢࣉ๛඿町、େ໺ݪ町）◆

◆（町ࢁ൧ࢢُؙ）ຊ೦෹གྷࡔ˔

日時 ３月14日火～４月２日日࣌̕ʙ1࣌�まで　ؗٳ೔　月༵೔

場所 香川県立文書館　展示室
（町221��1�　ὸ0��������1�1ྛࢢদߴ）

ओ࠵ɿʮ෩ྲྀགྷʯແܗจԽ遺ొ࢈࿥ਪਐߦ࣮ۀࣄҕһձ ߳઒ڭݝҭҕһձੜֶ֔शɾจԽࡒ՝·Ͱɹὸ087ô832ô3786˔ຊاըలの໰い合Θせは

ユネスコ無形文化遺産登録記念展示のお知らせ

ຊ೦෹གྷࡔຊ೦෹གྷࡔຊ೦෹གྷࡔ

●本誌に記載のある行事等につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止または順延となることがあります。


